
1遺跡の位置と立地 (地区概観の第1 ・ 2図)

本遺跡は岩手県稗貫郡石鳥谷町大願用字大地渡に所在する。石鳥谷町の西北端である。遺跡

周辺にはこの地域の地形上の特徴が、網羅されているといってよい。即ち、西方には奥羽山脈

の東綾部たる山地がそびえ、東根山(928m) ・黒森山(647m) ・水上山(561m) ・円森山(606

m)などが存在する。山地東縁外方には複合扇状地状に展開する段丘群が顕著に発達し、遺跡

周辺においても高位の石鳥谷段丘から低位の花巻段丘までがそれぞれ見られる。遺跡は花巻段

丘の南縁崖線近くにのる。標高約148m。南方150mに葛丸川が東流する。段丘面上と河川低

地との比高は約8mである。遺跡はほぼ平坦面にのろが、若干南と西方へ傾斜している。南方

への傾斜の理由に既にのべたことにつきるが、西方への傾斜は、調査城西端部に存在した小谷

乃至埋没谷(後述の如くに遺物包含層はここに形成されている)の存在による。遺跡の北方は

標高を漸増するが、北方約200mで一段高くなる。これは最上位の石鳥谷段丘の段丘崖と思われ

る。なお中位の二枚橋段丘は、東方の小屋場・大瀬川小学校附近で模式的に観察できる。

周辺に実施した分布調査結果をも勘案すると、調査地(遺跡)の西方の隣接地においては遺

物の密度は極めて低く、逆に東方では非常に高い。したがって本来の遺跡(それは後述のよう

に集落、さらには母村的なそれ)は調査地の東方にのびるものと思おれ、調査地(遺跡)はそ

の西端部にあたるものであった可能性が強い。その西隈は具体的には、埋没谷と思われる凹部

に形成された所謂遺物包含層であったことになる。集落の南限は一応段丘崖線を以てしておく。

北限は開田その他で地形の人工的改変が加えられており詳細不明である。開園後の水田の喧

嘩側壁に縄文土器破片が見られる部分もあるが、具体的には不明である。遺構配置が後述のよ

うに円形に近いという仮説が妥当であるならば縄文中期の集落としてはそれほど北方にはの

びないとも考えられる。東隈も明確にはなしがたい。

Iエ 周辺の歴史的環境

「石鳥谷町史」 (註l)によると、調査地周辺に所在する遺跡(葛丸川流域)として次の9ヶ所

があげられている。即ち①弥五郎屋敷(縄文後期)、 ②渡(同左)、 ③林(縄文中期、古代)、 ④

大地渡(縄文中・晩期)、⑤田屋(縄文中期)、 ⑥館山(縄文中期・弥生)、 ⑦新山(縄文前期、古

代)、 ⑧米斗利沢(古代・土師器)、 ⑨八日市(縄文前・晩期・古代)である。しかし調査中に

併行実施した分布調査によると、上記以外にも各時代・各期の遺跡群が分布している。したがっ

て今後も基礎的資料としての遺跡分布の把握が急務であるといえる。

既知の遺跡にあっては、まず田屋遺跡(縄文時代中期末の住居跡と配石遺構)が著名であ

る(註2)。本調査例の比較資料としても、遺跡立地の好例としても注目されるべきものであろ
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う。弥生時代については、南隣の「大瀬川」遺跡(上述の館山に一致か)において、所謂天王

山式系統の土器(浮線波状文あるいは撚糸文もつ)や、所謂アメリカ式石鉄、さらには(若

干疑問はあるが、該期にさかのぼりうる可能性無しとしない)竪穴住居跡様の遺構が検出され

ている。ここは石鳥谷段丘上にあたりかなりの高位置を占地しており、本県における弥生時代

の生業論的検討その他のための好資料となしうるであろう(註3)。

古墳時代・奈良時代・平安時代初期については現状では何らの資料も得られておらず未詳と

いうほかはない。本調査の結果、平安時代もあまり時代の下らない段階において大瀬川周辺に

ぉいても人間の営なみ(おそらくは、強い政治的背景のもとに)が行ねれていたことが判明し

たこと、また大瀬川遺跡のそれによって古代末期頃には鉄器製錬その他に関する人間の営なみ

が行われていたことが判明した点などを出発点とし、今後の資料の蓄積に努めるべき段階であ

ろう。他地域で顕著に見られた「遺跡立地の変遷」が本地域でも見られるか否かなどの興味あ

る課題が残されているのである。

中・近世に関しては多数の城館遺跡が存在し、該期における当地域の重要性を物語っているo

各種の古文書類に散見する人物名・城館名との対比研究など、基礎的作業は山積している。し

かし大瀬川館、北隣の紫波町柳田館などにおける調査によりその-部も徐々に明らかになりつ

つある。今後のさらなる進展をまつべきであろう。

なお交通上に占める西部山地(脊梁山脈)麓部の重要性は、単に中・近世に限定されるもの

ではない。古代においてもそれが存在した可能性が大きい(註4)。したがって交通論的観点から

の西部山地麓部の通史的再検討も果たされるべき課題であろう。

(S) 第2図 地形断面模式図
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註(1) 「石鳥谷町史」上巻 石鳥谷町 昭年54年3月

註(2) 草間俊一 岩手県石鳥谷町大瀬川田屋遺跡 石鳥谷町教育委員会 昭年43年7月

註(3) 岩手県文化財調査報告書籍57集 束北緯貰自動車道関係埋蔵文化財発掘調査報告書-Ⅷ- 岩手県教育委員会

日本道路公団 昭年56年3月

註(4) 岩手県南部における古墳時代関係の遺跡・遺物の多くが、北上川現流路よりかなり西に偏して存在している。

第I表 葛丸川流域の周知の遺跡

遺 跡 名 所在地 時 代 ・

そ の 他 

弥五郎屋敷 大 瀬 川 縄文後期、石器 

渡 II II II 

林 II II 縄文中期、土師器、石器 

大地渡Il II 縄文中・晩期、石器 

田 屋II II II中期、石器 

館 山II II 縄文中期、弥生、石器 

新 山II II 縄文前・中期、土師器、石器 

米斗利沢II 長 谷 堂 土師器 

八 日 市II 北 寺 林 縄文前・晩期、土師器、石器 
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IⅡ 層序と土質(第3図模式図類)

遺跡所在地が段丘崖近くの平坦画一緩斜面にのり、その南方一段下位に河川が、その北方に

一段高位の段丘面が、西方には脊梁山地麓部がひかえることは既に述べた。微視的には、遺跡西

半部に埋没谷的な沢状の地形が巾狭く入り込むことの概略についても既にふれたところである。

以下に土層の説明もかねて、その補足を行なう。

遺跡の層は基本的には次のようになる。 I、表土、耕作土、極暗褐色シルト質土、しまりは

ぁまりない。各時代の諸遺物を含む。賞I、暗褐色一極暗褐色シルト質土、粘性、しまりとも若

干ある。縄文時代中期の主包含層、なお、本来的にはこの上面が遺構検出面となるのであろう。

III、基盤、橙色粘土質シルト、上面は上位のIIにより汚され、所謂漸移層的である。それ自体

は粘土質に近いが、下位になると小礫も混じる。現状での遺構検出面である。 IⅤ、基盤礫層、

橙一赤橙色粗砂の間に、小礫一人頭大以上の巨礫が混じる。基盤の段丘礫層である。

実施した3ヶ所の深掘り結果によると、遺跡中央部と南端の段丘崖及びその裾部においては

IIを欠いている。前者は、遺跡の最高位に近い地点であり、牧草地造成などの人工的改変を加

えられたことも考慮すべきかとも思おれる。後者は後述の沢状の埋没谷の主体部を若干ずれた

地点に位置することに由来するとも考えられる。即ち、 IIは遺跡内の比較的低位部に多く見ら

れるものということになる。

それを具体的に示すのか第3(l)図である。実測実施部は、遺跡西半に存在した沢状埋没谷の

ほぼ中心部である。基盤のIIIは当然ながら南方と西方へそれぞれ傾斜する。沢状地形の西端部

(西側の立ち上がり)は、現に居住用として用いる家屋・庭などの存在などにより確認しえな

かった。違憶である。しかし、その巾はそれほど大きくはなかったと考えられる。層の形成は

基盤の傾斜にほぼ沿っており、特異な現象は指摘できない。なお主包含層たるII層はその上位

に遺物がより多く、下位により少ない傾向を持つ。

IⅤ 発見された遺構と遺物(第4図)調査の結果、縄文時代の住居跡10と遺物包含層、そ

の可能性のある遺構6、平安時代の住居跡、時代不明の遺構9、・近世以降の墳墓数基と、それ

ぞれに伴う遺物類を検出しな以下にそれらを記す。縄文時代・平安時代・不明の順とし、さ

らに遺構・遺物の順とする。

1縄文時代 A 遺構

Ce62遺構(第5-7図、図版2) 〔遺構の確認〕調査地中央若干北寄りの東綾部のIII層

とIⅤ席上面上に検出した。調査地は北進するほど、 IⅤの礫層がより上位に露出するようになる
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が、その部分であり、礫が多い地点である。比較的高位部である。

検出された遺構は所謂石囲い炉のみであり、その他のものは確認できない。また断面の観察

によってもその壁などを指摘することはできな、い。したがって、竪穴住居の炉跡である可能性

は極めて大きいとはいうものの、表記の如き遺構名とした。

石囲いは礫を用いているが、かなり乱れており、欠落部もある。構築法などは明らかにしえな

かった。

〔年代決定の資料〕上記の如く遺構の乱れが顕著であり、若干問題が残るが、一応床面上出土

の土器類としておく。縄文時代中期と思おれる。

〔遺物〕 (l)土器類 すべて細片の形で得たが、深鉢型のみであろう。床面上からはIIIb

類? (15)、 VI類(10)、の2点を、埋土中からはIIa類(9.30.34)、 IⅡc類(7)、 IV類

(l)、 Vb類(8)、 V重類(2-4、 11)、 Ⅹ11類? (32・33)をそれぞれ得た。他に疑問はあ

るが重d類(17)と思われるものも存在する。

(2)石器類 少量しか得られなかった。床面上から10類(片刃の不定形掻器) 1を得た。埋

土中から同じく10類1、 9類(両刃の不定形掻器) 1、の計2個を得た。

葦器/ルト)腿
① 黒色土、シルト質土、耕作そ

の他の痕跡か?

② 黒褐色土 軟質でやや相性あ

り。覆土。

③ 暗褐色土 しまりありて、 III

層粒子も混じる。

第5図 Ce62遺構実測図
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第7図 Ce62遺構出土石器実測図

319b

種 別 
登録 番号 

地点 屑位 
計 測 値 cm・g 

村∴∴∴貨 分類 
刃 索 断 

難 
打 

技 法 

表 

刃 曹 

そ の 

たてIよこ あっさ 垂∴さ 部 村 面 面 皮 他 

両刀の不定聯臨 319 Ql 埋土 5.0 2.3 1.0 13.15 珪質泥岩 9頬 B III ホ つ P ○ 破 

片刃の不定形経巻 318 床面 7.65 5.l 1.8 64.9 雌灰質珪飾尼岩 10頬 

〃 320 Ql 埋土 4.05 2.85 0.65 5.75 II II 

1 

Ch56住居跡(第8へ11図、図版2) 〔遺構の確認〕調査地中央若干北寄りの、東綾部

近くのIII層上面に検出した。調査地内の比較的高位部で、 III層面上にIVの礫が露出しはじめる

部分である。そのためIII層も粗砂混じりとなり、また礫が多数存在する。痕跡的に残存する。

〔重複・増改築の事実〕上記の事情と調査の不備から、そのいずれの事実も確実には把握でき

なかった。炉と認定しうるものが2個存在することから、単期でない可能性もある。

〔平面形・方向〕これも同様に明確にし得ない。しかし仮に炉に隣接する礫の集合を掘り込

み部の痕跡と見徹すと、両者とも磁北より若干東にふれた方向をとることとなる。

〔堆積土〕既述のように現壁高が低いため、暗褐色シルト質土が一様に堆積しているのみで

ある。その為に特異な現象は観察できない。

〔床面〕上述の如く基盤が粗になっていることから、自然の礫等が存在し凹凸に富む。貼り

床等の処理は見られないが、本来的床面は平坦に近いものであったろう。

〔柱穴〕床面上に計5個のピットを検出したが、 P3のみが深さ0.5mあり、他はいずれも浅
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第8図

Ch56住居跡

実測図

い。したがってP3以外に可能性のあるものは知らない。平面配置は不明である。

〔炉〕既述のとおり2ヶ検出した。炉(1)はより南方に位置し、燃焼部と掘り込み相当部様の

両者からなる。ともに礫を用いているらしい。前者は一重にめぐらし、後者はかなり乱れてい

るが、大略同一であったろう。後者に隣接し、土器片が存在するが、その内部に焼土筆は見ら

れない。それぞれの平面形は正確につかめないが、前者は長方形のカテゴI)-にはおさまるも

のであろう。礫の据え方等は断ち割り等を実施しないこともあり不明であるが、一まれり大き

い掘り込みを伴なうことからすると、あらかじめ設けた掘り込みの中に礫を据えたと思われる。

炉(2)も両者からなると思おれるが、かなり乱れており、詳細はつかみえない。大略炉(1)に類

似するものと考えられよう。
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←
5.0 -→

4 cは口唇部)

5 10cm

ヽ、 l宣・ヽ 

嶋は 」 

l● 助 分∴種 

円 心 

〇〇 〇 
録 e,〃葛 

轟 ○ ○ 能書. 農 事 

音ll輸獲岬i細工 (軍 費 義 
I 

Pi( l 

)1I臆 

のI∴l書 く小章ヽ) 

▼
● 

YRXI貫き 

細腰の`書 置き日義3 

持
慌粍‥乞芋 章 丈 二〇γ十 〇支 

小五 Al書く置賃 

2 硬直) 

陶l∴l書 く教父・宰 ヽ† 

▼●二で 

金筋入会こす書 (賃・1十(タまく軍 

置き」は2 ll 鼻l亨 

I置支 l瞳)〈lI止し ● 

3 Q3 I書直 

膿l章 葛l轟iい輸) 

Ⅵ? 1.!Y京,()書置き 

仝面子つヶ年 同属筋 
「 

音中食書く雷 鳴‡雪 

●そ 不貞義教 

文 I葵文′農・(書き) 

` Q2 ‡11臆 

!軍音∴l● I幡・定盤I 

けど 

十年こ持

上 †詩誌‾- 

‾十 
左(二円「。- 

痩せIこ事 類義(`機 高岩や… 十十 十i"〇・ふ て、や義教 

5 

・=l●I 

Ⅵチ T丁子Y持拓農賃の 

置軍.重 刷置l鴨で 主な 書て 章lG(〇年. ケ書細丈舶 ●" きト より置支と げ職"?:徽 

小(l 不貞農●l 

6 i裏面 

き
) ’’’.告 OY種名連接 i点し円一基 音大とミサを クウノク.億 ミ サを ○ ○ 

’)し●iか書章 ll 鼻If 

7 鯵●士 

l" ′∴∴●) 

▼b子音7 ̃ YR,1岬調 

:′)● 軸亀鴨 「∴‾ 
主!Y鼠,(I宣教魅 

ミタブ審.*‡;▼ ‾崇 十 

らしいかl章l" 

小J)iAlf I 

8 Q3 :● 
i

き
〉 

V●?しI ケ事大全

書‾ クワ,ク 

i臆

葛 i 善言当誓誓言昔;、 
l〃 ●i● 

9 広l●

購) i機i体〉 十i詰;.耶 十慌需品証1、 
1札′′ 年会職鞘 

ー34-



」
脅
l
両
親

← 14.0 → ‾Y・・ 11b

第IO図

Ch56住居跡出土土器

実測図・拓影図(2)

0 5 10cm

討o 地点 同位 種 別 分∴舶 

内 面 外 面 戴∴∴大∴∴∴捜 備音 ∴ 〇才 

色∴∴∴∴綱 
鋤∴∴∴∴整 

色∴∴∴∴鋼 
類 誌 

器高 口径 瞳∴役 覿・胴 

賭土 砂あ 規喰 不良 

口 繊 ロ軌i体l暁 口 爆 口軌i体上半l体下半 
‾ふ′‾‾、 

噴 

10 Q4 埋土 
深∴鉢 (破伏) 

Id? 

YR%洩瑠紐色 土7.iYR3イ熱色 ミガキ?凹凸 激しタラ音ノク 7.5YR,` にぷい椅色 

茶飯文乃至平行沈縄文 - - ー ー ー - 
岨 I)で朗 

11 
II 時 

中 (破・瞳) 

7 5YR/七億色 

ミかキ? 剥請託少し 7.5YR寮 俄色 

地文複文Rしく‡\ 渦巻文(降需@沿うナチ) 下錆部ミガキ 

ミガキ 撫文 (14.0) 

′ト石あ らも普 通 

良好 硬質 

瞭土7.!YR% 洩横磯色 

〔その他の施設〕周構等は検出できない。

〔年代決定の資料〕床面出土の土器・石器類がある。縄文時代中期と思われる。

〔遺物〕 (l)土器類 床面上からは復元可能2個体と、若干量の破片を検出したが、それ

らはV類? (1)、 IIa類(6)、 Va類(2)、VI類(3)の各類であるoうち1は湘珍土器“

まではいかないがかなりの小型品である。ただし、内面下半の激しい剥落ぶりは使用の反映と

みることもできることからすると、小型品ではあるが狭義の実用品ではあろう。埋土からは

破片のみを得たが、それらはId類? (10)、 IV類(4)、 Va類(8)、 Vb類(7)、 VI類(5)

からなる。他に底部破片があり、それはIII-Ⅷ類のいずれかであろうが特定できないo他に

斧状土製品3を得た。

(2)石器類 比較的豊富に得た。.いずれも床面と思おれるレベルにおける検出である。 6類

(石箆状) 1、 10類(片刃の不定形掻器) 1、 19類(石皿) 2、 20類(凹み石) 1、 24類(不

明磨製品) 1などからなる。

種 別 
登録 番号 

地点 屑位 
言十 剛 健 c調・g 

材 質 分類 
破 損 

素 材 断 面 塁 語 技 法 ーi-プ ま ノ● .アブ" ′レズ、 ト‾プ 

意こて よこ あっさ 垂∴さ 

石籠状 29 床面 5.3 3.4 2.0 27.65 硬節尼岩 6頼 b !Il 
ハ つ W 

刷の不定形接馨 323 床面 9.4 4.9 2.9 117.7 硬質泥岩 10頬 

石旦 35 床面 20,5 8.0 1520.0 洋右債角辱峰既苦 19類 筒状摸 破 

II 36 床面 9.8 8.4 6,2 1110.0 椴輝石安山岩 19頼 板状 II 

破 損 

凹 p 凹〇 

両面 片面 単 複 

凹み石 50 床面 9.2 8.4 6.2 500.0 抜輝石安山岩 20類 完 ○ ○ 

不明磨製品 22 床面 9.1 5.4 0.9 54.0 II 24頬 
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第=図 Ch56住居跡出石器・土製品実測図
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C i 68住居跡(第12-15図、図版3)  〔遺構の確認〕調査地中央若干北寄りの東端部付

近でII層中に検出した。ただし、粗掘段階においてはその存在に気ずかず、床面のレベル、

即ち、 III層上面まで掘り下げてしまった。調査地内では、比較的高位部にあたる。なお、この

附近のIⅡ層には小礫が多数混じる。

〔重複・増改築の事実〕上記の調査上の不手際があり多少疑問があるが、そのいずれの事実

もなく早期のものであったと思おれる。ただし、後述の柱穴と思おれるものの中に、立て替え

ともとれる現象を示しているものが1ヶ所ある。したがって、柱の部分的な立て替えあるいは

補修等のことは存在した可能性がある。

〔平面形・方向等〕これも既述の理由で不明であるが、残存した床面を敷術するとその規模

は、径3.5m〉〈深さ0.25m程度の円形(乃至隅丸方形的の)プランを有するものと思ねれる。炉

の長軸方向をとればNW-SEへのびることになる。

〔堆積土〕一様に暗褐色シルト質土が堆積している。

〔床面〕凹凸などは殆んどなく、ほぼ平坦である。東南隅に土器2が残存した。

〔柱穴〕壁外周には検出できず、すべて床面上に6ヶ検出した。うちP3とP4は重複し、後者

が新である。その配置は大略炉を中心に五角形を描くが如きものである。なおP7のみが北東部

壁直下に位置する。対応するビットを検出できないので柱穴関連のものとは断定できない。

一応性格不明としておく。

〔炉〕床面ほぼ中央からねずかに東西寄りに、所謂石囲い炉形式のものが付設されている。

石組みは細長い礫を一重にめぐらした簡単なものである。石組より一まわり大きめの掘り込

みを設け、そこに礫を据える。炉中には焼土と、土器破片若干量を検出した。したがって炉中

への土器の埋置を行なっていた可能性もややある。

〔その他の施設〕周溝は確認できなかった。西南隅に不整楕円形の掘り込み(深さ0.15m)

があり、その中に土器が埋置されていた。したがって何らかの用途の土器埋置と思おれるが具

体的には不明である。貯蔵穴関連のものであろうか。

〔年代決定の資料〕既述の床面上、掘り込み中、炉中出土の土器類である。縄文中期であろ

う。

〔遺物〕 (l)土器類 床面・炉・掘り込み中から、復元可能土器3個体他を検出した。本

遺跡においては比較的良好な出土状況といえよう。 I c類(2、摺珍土器まではいかないがか

なりの小型品)、 IIIb類(3.14、両者は同一個体と思ねれる)、 IIIc類(1)、 Va類(15)、

Vb類(5)などの組みあれせとなる。 1は東南隅近くに横転位で、 2はその南に、 3は掘り

込み中の埋設土器、 1 ・ 2 ・11は(炉中への埋設土器と思ねれるが現状は)細片の形で、それ
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I I 表土、耕作土 

黒褐色土、一部は深 
部にまで及ぶ。 

I重 暗褐色、シルト質土 
IIIの粒子が混じる。 

橙色、粘土質シルト

覆土、:暗褐色シルト

質土、:若干粘性ある

ピット深さ

Pl P2 P3 P4 P5 P6 P7 P8 

深さ 28.5 12.0 43.0 20.5 27.5 7.0 10.0 12.5 

ぞれ検出されたものである。 1の休部文様(嫌を伴う隆・沈線による縄文)は、 2モチーフ計

4本により表現され、 3のそれは詳細は不明であるが、器面を2分割(大別) ・ 4分割(細別)

しているかとも考えられよう。

埋土からは細片のみを得たが、それはI b類(24)、 IIa類(9)、 IIIc類(6)、 IⅡd類?

(7)、 Va類(8)などからなる。床面出土のものと大略同様の特徴をもつといえよう。

(2)石器類 埋土から10類(片刃の不定形掻器) 1を得たのみである。

他に三角形土製品1を得た。
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第I3図 Ci68住居跡出土土器実測図・拓影図(I)
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1 c 休部文様模式図(縮尺%)
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C i68住居跡出土土器実測図・拓影図(2)
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17a 17c 17b

第I5図 Ci68住居跡出土石器・土製品実測図

穂 別 
登録 番号 

地点 同位1 
計 測 値 e血・g 

!材質 
分類 備 考 

だ て よ こ あっさ 重 さ 

片刃の不定形掻器 324 Ql 埋土 5.0 1.55 0.7 4.4 碩節尼岩 10頬 

D b59住居跡(第16へ19図、図版4) 〔遺構の確認〕調査地のほぼ中央でIII層上面に

検出した。調査地内での比較的高位部にあたり、かつIⅡ層土が粗くなり、粗砂や礫を多く混ず

る地点である。住居南壁の一部は礫層(IⅤ層に該当)を掘り込んでいる。

〔重複・増改築の事実〕 2棟の竪穴住居跡を検出したが、増改築のあとと見徹した。その理

由は、新I日の住居跡がまったく同一地点を占地していること。さらに、炉もほぼ同一地点に重

複すること、柱穴様のピント類の1部に、新旧で共用された可能性をもつものがある(後述の

P。・58など)こと、若干レベル差のある旧床面を埋めるなどの措置を観察できないこと、など

の諸点を考慮したことによる。規模が一まねり大型化している点から、増築であろう。以下新

旧別に説明する。

(l) Db59 (新)住居跡

〔平面形・方向〕長径5.OmX短径4.5mX深さ0.4m程度の規模の長円形乃至楕円形を呈す。

長軸方向(それは炉の長軸方向、さらには炉と掘り込み部の延長方向にも一致)は、ほぼ磁北

に-致する。

〔堆積土〕他と同様にシルト質で、しまり・粘性ともに若干ある暗褐色土が、ほぼ一様に見

られる。特異現象は観察できない。

〔床面〕巨礫・焼土・旧遺構の床面たる凹部などが見られる他は、ほぼ平坦である。貼り床

等の事業は施こされなかったと思おれる。

〔柱穴〕可能性あるピットは、すべて床面上に検出し、堂外に見られない。ピットは10ある

が、うちP5・7はかなり浅く、柱穴の可能は薄い。 P3・8には礫が入る。その配置は床面中央

からやや壁寄りになるものが多いようである。 S,が柱穴関連のものである可能性もある。 P

10・11は壁直下にあり、しかも深い。これらは出入口に関連するものかもしれない。
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第i6図 Db59住居跡実測図

P白 眉溝No 

上 径 産 経 深さ(m) 備 考 

P l 

0,3十〇 
0.22XO.12 0.23 

P2 

×0.15 に切られる? 

2 0.4×0,35 0.4XO.25 0.21 斜位 

3 0.4×0.35 0.24×0.18 0.36 植土中に摸数個 

4 欠 番 

5 0.4×0.38 0.25×0.22 0.07 

艦I)込み都関連 か? 

6 0.32×0.16 0.12×0.12 0.32 斜位 

7 0.3×0.22 0.2×0.15 0工5 

8 0.55×0.55 
0.46×0.38 

0.37 
中段あり、下位 

0.15×0」2 が柱あたI)か? 

9 0.45×0.38 0.24×0.18 0.19 

10 0.32× 0.3 0.27×0.22 0.33 壁直下 

11 0.3XO.28 0.17×0.14 

i 

0.57 II 

.i) 平均 0.2 平均 0.07 訂 断続4本 

12 
平均0.2- 

0.15 

平均0.ト0.7 0.05 Il 

〔炉〕燃焼部たる石囲い炉と、それに連結する掘り行み相当部からなる。床面中央からは明

らかに南へ寄る。その方向については既にふれた。前者は基本的には礫を一重にめぐらしたも

ので長方形プランに近い。その西南隅から斜位後方(SW方向)に一列の礫がのびる。東半

にはその対応部が見られない。しかしこれらは所謂複式炉の掘り込み部(前庭部)に相当する可

能性がある。 P5は掘り込みの痕ともとれる。その構築方法については断ち割りを実施しておち

ず不明であるが、礫の手前から凹みが始まることから、予め掘り込みをつくり、後に礫を据え

たと思おれる。

〔その他の施設〕東南部を除いた部分に周溝が残る。巾0.2へ0.1mX深さ0.1mで比較的整っ

ている。その底面に小ピントなどは見られない。

〔年代決定の資料〕床面検出の土器類である。縄文時代中期と思おれる。

〔遺物〕 (1)土器類 床面上・炉などがち得た土器はすべて破片である。それらはIa類

(9)、 Id類(6)、IⅡb類(1)、Va類(3.4.7)、XH類(5)の各類からなる。他

にIIトⅥI類のいずれかに該当する隆・沈線からなる体一底部破片も思おれる。 埋土中出土の

ものは若干数が多いが、Ia類(11)、 Ic類(23)、 Ie類(12)、 IIa類(14・15.17)、 IⅤ類

(18)、 Va類(13)、 VI類(22)、 VIIb類(19.20)、 IX類(16)の各類からなる。これらは床

面出土と大略同一傾向にあるとみなしてよい。なお、遺構の新旧と遺物のそれを厳密に照応さ
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第I7図 Db59住居跡

出土土器実測
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第I8図 Db59住居跡

出土土器拓影

図(2)

0
5e爪

」 ▲ ・  ・ 〇 二

No 

地 点 屑 位 種 別 分 類 

内 面 外 面 

胎 土 焼 成 

色 調 
調∴∴∴∴掠 

色 調 
調 整 

口縁i口薮l体 底 日 録i口熟・用 体上中体下半 底 

18 Q2 埋土 

採 鉱 

Ⅳ① 

7.5YR%灰褐 ミガキ 7.5YR舞 中突起、外反 渦文(隆・沈線) 帥良 良好 
(破・口) 斑状に7.5YR舞 入念・平治 褐灰色 端部に凹部 

蕪褐使用痕 それ以下ミガキ 地文Rしく‡- 

19 埋土 
II (II) 

Ⅷb⑦ 
7.5YR米貨棺 ミガキ 7.5YR易 平緑・内湾 縄文のみ? II II 

胎土田- 剥落 にぷい概色 渦文(隆帝) Rしく:‡ 

20 Ql 埋土 

II (II) 小型 

Ⅷb◎ 

7.5YR%浅貰指 肥土7.5YR舞 的灰 

ミガキ 同左 II 
II II II 

22 埋土 
II (破・口) Ⅵ④? 

5YR%棲 胎土5YR牙的 灰 

ミガキ 同左 

綬波状 端部凹みミガキ それ以下はRしく三一・ 

粗砂 II 

せえなかったのは遺憾である。

(2)石器類 床面から21類(磨石) lのみを得な埋土からは種類・数量ともに多いものを

得た。それらは5類(石匙B) l、 9類(両刃の不走形掻器) 2、 10類(片刃の不走形掻器)

10などである。刃物的な器種が多いといえようか。

(2) Db59(旧)住居跡

〔平面形・方向〕壁は既に存在しないので同港を基準に復元すると、長径4.OmX短径3.5

mX深さ0・2m前後の長円形乃至楕円形になると思おれる。なお壁高は、 (新)住居跡の検出面か

らの測定による。長軸方向は磁北にほぼ一致する。

〔床面〕 (新)住居跡より0.05m程低いレベルにあったと思おれるが、ほぼ平坦であったと思

おれる。貼床面は観察できない。

〔柱穴〕確実な例は把握はできなかった。周溝内側に限定するとP3・ 5 ・ 6 ・ 8などがある

が、 3 ・ 6 ・ 8などがより可能性が高いと思おれる。その配置からして(旧)のものとしうるが、

同時に(新)のものとしても十分にあり得る位置でもある。したがって共用の可能性もあるとして

おく。
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第i9図 Db59住居跡出土石器実測図
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種 別 
登録 番号 

地点 居住 
計 測 値 〇回・g 

材 質 分 節 破抑 森村 断面 
つまみと 加撃点 

打面 技法 つまみ 
アスフ ァルト 

たて よこ あっさ 重 さ 

石 匙 12 Q4 埋土 9.5 3.5 1.35 38.3 雌灰質硬貨泥岩 5賊B? 種 Ⅲ ハ 
3 つ W Y 

刃部 素材 断面 打面 技法 表 皮 刃潰し その他 

両刃の不定形摂器 3秘 Ql 埋土 5.1 2.7 0.8 17.85 珪貨泥岩 9 頬 A I 
ロ あ P 

り 329 II 5.95 4.6 0.8 23.3 泥賀極細絶世灰苔 II A I量? ホ あ P 0 

片刃の不定形臓器 325 Q4 埋土 4.9 3.2 1.0 11.25 珪質極細紋遺灰岩 10 簸 

II 326 II II 3.7 3.4 1.4 12.65 重賞泥炭 II 

II 327 II II 5.9 4.85 3.05 85.8 磁灰貨硬質泥岩 II 

II 300 Ql lI 8.15 3.2 L1 26.15 硬貨泥岩 II 

lI 331 lI II 5.7 4.2 1.0 22.4 白色細粒暖灰岩 II 

II 332 Q2 II 4.95 3.35 0.75 8.9 II II 

II 210 II 7.8 2.9 1.5 29.4 硬質泥岩 10 顛 

II 90 II 3.6 2.7 0.8 9.15 准灰貨桂貨泥岩 II 

II 91 Il 6.5 3.9 1.35 28.0 潰灰質硬質泥岩 II 

II 92 lI 12.4 6.8 1.65 120.15 Il II 

磨 石 105 Sl 床面 5.7 5.3 3.8 140.0 石英安山岩完全品 21 顛 

〔炉〕床面中央からやや南寄りに設けられる。所謂石囲い炉で礫は-重、平面形は楕円形

乃至長方形である。西縁の礫の一部を欠くが、抜き取りの結果か否かは不明である。右組みの

周囲には一まねり大きな掘り込みがあり、炉構築法を示すものと思おれる。

〔その他の施設〕南部を除いた部分に周溝の痕跡が観察できる。断続しているが、大略巾0.

2mX深さ0.05m程度のものである。溝底部に小ビットなどは検出できない。なお、溝の断続状

態に何らかの意味があるとも思おれる。

〔年代決定の資料〕直接的な共伴遺物は得られないが、既述の(新)住居跡の年代観に近いも

のと考えて大過ないであろう。

DcO3遺構(第20図、図版4) 〔遺構の確認〕調査地のほぼ中央の、 III層上面に検出した。

調査地内での比較的高位部でもあり、表土直下に検出されている。この部分のIII層には既に小

礫が多く混じており、北端部の状況に似る。その面上に所謂石囲い炉lと、ピット類のみを

検出した。石囲い炉はかなり乱れているが、長めの礫を一重にめぐらしたものである。以上の

みからは、この遺構類を竪穴住居跡と見倣しうるか否かは断定できず、表記の遺構名とした。

ただ前者の立場をとると、径6m程度の竪穴住居跡ということになる。年代決定の資料たるべ

きものは得られていない。床面とも思おれるレベルから黒耀岩の細片1を得ているのみである。

種 別 
登録 番号 

地 点 層 位 
計 測 値 cm・g 

た て よ こ あっさ 重 さ 

黒 斑 岩 3 床面? 2.65 1.2 1.85 2.55 
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PitNo 上 径 底 径 深 さ m 

l 0.9× 0.7 0.7× 0.5 0.07 

0.3× 0.3 0.25× 0.2 0.42(十0.07) 

2 0.4× 0.4 0.3×0.25 0.23 

3 0.35× 0.3 0.25× 0.2 0.35 

第20図 DcO3遺構実測図

DeO6遺構(第21-23図、図版5) 〔遺構の確認〕 DeO3遺構の西隣であり、ほぼ同一

である。

〔重複・増改築の事実〕既述の如くDeO3遺構と重複し、それが新規である。増改築に関す

る現象を観察できなかった。

〔平面形・方向〕これも重複・掘りすぎ等の要因が重なり、正確なそれを把握できないが、

長径6.0以上×短径5.5mX深さ0.15m以上程度の規模の、長円形をなすものと思おれる。方向

はDeO3遺構よりもさらに西方に偏したものとなると思ねれる。

この他はD eO3遺構にほぼ同様であり省略する。

以上の二遺構には炉の痕跡(焼土・炉石・炉構築前の皿状の掘り込み等々)のいずれも観察

できない。したがって住居跡とは強弁はしない。その平面形からすればその可能性は大と思お

れる。具体的な性格は想定できないが、住居跡以外の可能性もあるとしておく。

〔年代決定の資料〕床面出土の土器類である。縄文時代中期と思われる。
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DeO6遺構 G DeO3遺構 1 G

〔遺物〕 (l)土器類 少量の細片を得たのみである。床面上からの出土は相対的には多い

方であり、それらはIa類(2)、 IIa類(6)、IIIb類(1.4.12)、 Vb類(5)、VIIb類

(11)の各類からなる。埋土中検出のものも大略類似しIIa類(8)、 IⅤ類(10)、 VI類(7.

9)などからなる。なお11は深鉢あるいは浅鉢の両様の可能性があろう。ここでは後者の可能

性がより高いものと思おれる。また5の内偵する口綾部には補修孔ともみえる孔が穿たれてい

る。

(2)石器類 床面上から10類(片刃の不定形掻器) l、 20類(凹み石) 1、の計2点を、埋

土中から同じく10類2、 7類(定形的掻器) 2、の計4点を得た。 7類が2点と、定形性を看

取できるものが「まとまった」形で出土したともみえる点のみは若干注意されるべきであろう

か。他に床面上に流紋岩と石英安山岩の礫が検出されている。
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地 点 同位 
計 測 値 c調・g 

材∴∴∴貨 分類 
破 孤 素 材 断 面 欝 打 面 技 法 つ ま み アーア Iレス トフ たて よ‾こ あっさ 重 さ 

定形的掻器 30 埋土 6.85 2.3 1.3 20.05 珪質泥岩 7頬 a I 1コ あ W 

II 31 II 5.7 2.45 0.9 13.3 II II a I 口 あ W 

片刃の不定形掻器 333 埋土 6.9 5.8 1.05 34.7 鰻灰質硬飾尼岩 10類 

II 334 II 7.0 2.0 1.0 11.5 II II 

II 335 床面 3.15 3.0 0.7 3.9 II II 

自然瑛? ー 
II 省 略 流紋岩 

II 
ー 

II lI 石英安山岩 
凹 み 石 61 II 14.9=l.1I 4.7i 990 複輝石安山岩 20頬 
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⊂。,。 (61のみ雪第23図 DeO6遺構出土石器実測図
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DeO3遺構(第21・24・25図、図版5) 〔遺構の確認」調査地中央やや南よりで若干

西方に偏した部分のIII層上面に検出した。調査地内の高位部から沢状の埋没谷地形へ降りてい

く綾斜面上である。

〔重複・増改築の事実〕西方においてD eO6住居跡と重複し(それより新規)、東方におい

てD e50住居跡と重複している。De50住居跡がもっとも新規であるoそれ自体における重・

改築については何らの資料も得られなかったので不明であるoなおDeO6住居跡と分離・独立

させた理由は、床面のレベル差(自然の傾斜においては西方が低くなるのに、高位になる段が

存在すること)、輪郭の不自然さなどの理由によるo長径5・OmX短径3.7mX深さ0.2m程度で

あろう。

〔平面形・方向〕遺構の重複・樹根等により正確な平面形は把握できないが、大略楕円形乃

至隅丸長方形をなし、長軸方向はNW-SEをとるものと思われるo壁はかなり乱れている0

〔床面〕既述の如くに緩やかに西方に傾斜するものの、ほぼ平坦である。床面上に多数の礫

が分布するが、その性格は不明である。

この他には住居跡付属の諸施設のいずれも観察できなかったoしたがって標記の遺構名とした。

4b l a
9a

9b

∵
圃
晴
間繁

第24図 DeO3遺構出土
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〔年代決定の資料〕少量ながら床面上に検出させた土器類であるo縄文時代中期と軸れる。

〔遺物〕 (1)土器類いずれも深鉢型の細片のみであり、少量である。床面上からはIa

類(4)の1点のみを、埋土中からはIIa類(7.8)、 IIIb?類(9)、 IV類(11)、 VII類? (l.

⊂二二三
500 c

336 c

O 5

態b
lOcm

/40・4l ・ 107\

\は舞 /

」 I l , 1 i - i I 」」

第25図 DeO3出土石器実測図

種 別 
登録 番号 

地点 屑位 
計 測 値 cm・g 

材 質 分類 
刃 部 素 材 断 面 琵 打 面 技 法 表 皮 刃 着 し そ の 他 たて よこ あっさ 重 さ 

両刃の不定櫛賠 336 Q3 埋土 4.55 3.2 0.4 7.75 模灰貨珪飾尼岩 9類 A 暮I ロ あ P 

II 500 II 9.1 6.8 3.1 165.2 松脂岩 II A I イ あ 0 

石 皿 40 埋土 15.8 13.2 3.4 740.0 石質概灰岩(中粒性) 19顛 破 円盤 状摸、 周縁研磨 
II 41 床面 14,7 11.8 4.7 1670.0 淡緑色中粒砂貨磁灰岩 II 蝦 板状 

庭 石 ? 107 床面 14.5 14.3 14.7 2410.0 燵灰質砂岩、申新銑中部 21頬 完 
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11)、さらに特定できないがIII-VII類のいずれかに該当する細片等を得たo

(2)石器類 床面上から19類(石皿) 1、 21類(磨石) 1が検出されたoこの組みあわせは

その想定される機能からして当然と思われるものであろうo埋土中からは同じく19類1、 9類

(両刃の不定形掻器) 2、の計3点を得た。両刃が多い点は若干注意させるべきであろうか。

また石材に松脂岩を含む点も同様である。

DfO唯居跡(第26へ32図、図版6 ・ 7) 〔遺構の確認〕調査地中央やや南寄りの、や

や西に偏したⅢ層上面に検出したo既述の沢状の埋没谷に降る西面斜面と、南面斜面上にの

ろ。したがって壁高は西・南面部が極めて低くなる。

〔重複・増改築の事実〕いずれも観察できず、単期のものと思おれるo

〔平面形・方向〕調査の不備から西・南部壁を掘りすぎてしまい、正確な形状は知りえないo

まことに違憶である。遺構検出時の観察からすると長径5・3mX短径4・3mX深さ0・2m程度の規

模をもつ巾広の卵形乃至楕円形を呈していたと思われるo長軸の方向は磁北より若干西にふれ

るようである。

〔堆積土〕壁高が極めて浅い故もあり、シルト質の暗褐色土がほぼ一様に堆積していたのみ

である。なお現壁高は本来のそれよりかなり浅いものと思おれる(自然的・人為的削平のた

め)。

〔床面〕既述の理由から床面はそれぞれ両方向へ若干傾斜しているが、面上には凹凸もなく、

比較的平坦に近いものといえる。土器類・礫が散布している。

〔柱穴〕堂外周縁には検出できず、床面上にのみ5個確認した。 Plのみ若干大型・深めであ

るが、他の4個は大略類似した規模をもつ。 4個の配置は炉の北・西北・西南・東南にあたり、

東北部の欠落のみが異常に見える。したがって調査上のミスから確認しえなかった可能性もあ

る。 P,の性格には疑問がある(後述)。

〔炉〕床面中央の若干南寄りに1基のみを検出した。長めの礫を一重にめぐらした所謂石囲

い炉である。断ち割りを実施しなかったので礫の構築法は不明であるが、炉の部分全体をあら

かじめ若干掘り凹め、そこに礫を据えたものと思われる。炉床は焼けしまっている。また角

ぼった礫1も見られた。 Plは炉とセットをなす掘り込み(前庭部相当)と考えておく。

〔その他の施設〕同港・出入口他は検出できない。既述の如く床面に礫が数個見られ、うち

1個は土器No.9の中にのっている。したがって当住居跡に本来的に備えつけられていたものと

は考えないでおく。

〔年代決定の資料〕既述の床面上検出の土器類である。縄文時代中期と思おれる。

〔遺物〕 (1)土器類 既述のとおり埋土が浅いこと・から、出土遺物の大半は床面出土であ

り、しかも復元可能資料が多い。それらはIIa類(1. 6.12.14.50)、 IⅡa類(16)、 IIIb
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⑮ N。11

ピット No. 

上径 下径 深さ 

Pl 

0.6 0.2 

0.37 × × 

0.55 0.2 

P2 

0.3 0.1 

0.3 × × 

0.25 0.08 

P3 

0.25 0.1 

0.19 × × 

0.25 0.1 

P4 

0.25 0.1 

0.32 × × 

0.2 0.1 

P5 

0.25 0.12 

0.25 × × 

0.2 0.08 

頬(4.8?)、VI類(15.17)、VIIa類) 2.3)、からなる。これらはその出土状況からし

て、土器組成の内容の一部を良好に反映しているものとみなしうる資料であろう。埋土中より

はIIa類(51)など若干量が得られたにすぎない。

(2)石器類 土器の豊富さに比し、極めて貧弱である。いずれも床面からで 3類(石鍛B)

1、 10類(片刃の不定形掻器) 1の2種2点である。後者には剥離痕はほとんど見られず、あ

るいは使用痕ある剥片とした方がよいかもしれないものである。
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第32図 DfO9住居跡出土石器実測図

種 別 
登録 番号 

地点 屑位 
計 測 値 cm:g 

材 質 分 類 
破 損 謀 柑 断 面 鷺 打 面 技 法 

つ ま み 
アア lレス、 トフ たて よこ あっさ 重さ 

石 徽 54 床面 3.75 1.2 0,5 2.25 磁灰質珪質泥岩 3期B-(② b ハ Ⅳ 

片刃の不定形掻器 416 床面 5.0 1.85 0,8 8.2 磁灰質硬貨泥岩 10頬 
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D f53住居跡(第33へ35図、図版8)  〔遺構の確認〕調査地の中央やや南寄りでIII層

上面に検出した。調査地内での比較的高位部にあたり、表土直下に確認された。

〔重複・増改築の事実〕東南部において新規の掘り込み(性格不明で比較的最近のものと

思われる。覆土がI層とまったく同一で 殆んどしまりをもたないことによる)と重複するが、

両者の時間差は大きいと思おれる。その他の重複・増改築の事実はなく、単期のものと思おれ

る。

〔平面形・方向〕前記の重複により、その形状を正確に知りえないが、長径4.8mX短径4.3

mx深さ0.1m程度の規模の卵形乃至長円形的なものであったと思われる。炉の長軸方向を基準

とすればNW-SEの方向へのびる。

PitNo. 上 径 底 径 深さ(m) 備 考 

l 0.33×0.26 0.25×0.2 0.33 土器片 

2 0.3 ×0.25 0.15×0.15 0.36 

3 0.55×0.4 0.17×0.15 0,26 

4 0.24×0.24 0.15×0.12 0.49 

5 0.25×0.2 0.15×0,12 0.57 

6 0.27×0.23 0.1×0.07 0.26 

7 0.3 ×0.21 0.15×0.1 0.17 

8 0.25×0.2 0.1×0.07 0.1 

9 0.83×0.7 0.68×0.5 0.12 土器片、礫 
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①暗褐色土 粘性ないがしまる

南方ほどIII粒子混入

② ′′ ①よりややうすめ、他は同一

③ II ①より暗い、炭化物粒子混入

④ I′ ③に似るが、粘性強い

南方に焼土粒子あり

⑤極暗褐色土 炭化物粒を混ずる

(㊦黒褐色土 軟質

⑦汚れたIIl層土ブロック

⑧褐灰色土 しまりあり、非常に硬い

最近の杭のあとか7



〔堆積土〕色調のみが異なるものの、基本的性質はよく類似した暗褐色系統のシルト質土が

堆積していた。現状での壁高がきれめて低いのでこれ以上のことは不明である。

〔床面〕植物根の痕跡と思われる小凹凸が多いものの、基本的には平坦なものであったと思

おれる。貼床などの特別な現象は観察できない。なお石皿破片が存在した。
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〔柱穴〕樹根と思おれるものを除外すると、計6ケ検出したが、いずれも床面上にあり、壁

外周には確認できなかった。床面上のものは深さ0‥3cm前後以上(最深0・57m)あり、かなり深

くしっかりしており、規模には共通性がある。 P3のみは若干大型である。その配置は整然とし

たものではないが、床面ほぼ中央、炉の周囲、壁際という3部位が存在する、とも見えるo

穂 別 
登録 

地点 屑位 
計 測 値 cm・g 

材 質 分類 
破 索 断 加つ 

ま 
打 技 

つ ま 7、.ア )レス 

番号 たて よこ あっさ 重 さ 拙 村 面 諾 面 法 み トフ 

ノ ッチ 161 )I ∴上 4.89 3.1 0.8 13.55 種灰質せ 賞泥岩 8頼 a l‖ イ つ Vヾ 

月∴U有料 8 理 ÷上 12.8 9.05 7.3 836.0 硬質泥羊 14軸 し上様の亀 辺に刃部、表皮戟布 

有i=lし 4之 周航 19.1 15.2 4.5 1.590.0 破却石攻 山岩 19章雄 破、板状 
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〔炉〕床面中央から北西部寄りに検出した。所謂石囲い炉(燃焼部)とそれにほぼ連結する

掘り込み部からなる。前者の構築法は明らかにしえなかったが、石囲いよりやや大きめの掘り

込みをあらかじめうがち、そこに礫を埋置したものらしい。礫は細長い大型のものと小型のも

のを併用している。形状はかなり崩れているが、隅丸長方形乃至狭長なカマボコ型(短軸の一

方が直線的、他方が湾曲)をなすものと思おれる。後者は長方形乃至長台形的なプランをもつ浅

い掘り込みであり、その中に礫と土器片をもつ。礫は原位置を保っておらず、詳細不明である。

〔その他の施設〕西半部のみに同港が残存した。巾0.2mX深さ0.1m程度である。北部にお

いてP7・ 8が周溝中に存在する。両者は0.2m以下と床面上のピントに比しかなり浅い。ある

いはこれらは壁関連の施設の痕跡と見倣すべきかもしれない。なお本遺構の西半部は壁をほと

んど残存せず、プランを周溝で判然せざるをえなかった。

〔年代決定の資料〕床面上・炉の掘り込み部他出土の土器類である。縄文中期と思おれる。

〔遺物〕 (l)土器類 深鉢型の破片の若干量を得たのみである。床面上・掘り込み中から

はIa類(1)、 Ie類(2)、 Va類(4)、 VI類(3)を、さらに特定できないがIII類-VII類

中のいずれかの休部破片を得た。うち1には土器成形時の粘土紐の接ぎ手痕が明瞭に残存する。

埋土出土例は少ないが、 Vb類●(11)、 VI類? (12)などが、さらにこれらも特売できないが

III-VII類いずれかの破片などが検出されている。床面出土例に共通しよう。

(2)石器類 床面かちは19類(石皿) lを得た。現状では周溝中に検出されたが、原位置を

動いたものであろう。埋土からは8類(ノッチ風の掻器) l、 14類(片刃石器) 1を得た。

E c62住居跡(第36-47図、図版9. 10)  〔遺構の確認〕調査地南端近くの、 III層上面

に検出した。南方直近の位置に段丘崖をひかえる段丘面の南綾部でほぼ平坦である。

〔重複・増改築の事実〕東南部においてEd65住居跡と重複し、それより新規であり、南部

においてE d62住居跡と重複し、それより古期である。さらに調査の不備のため詳細不明で

あるが、その南部においてさらにもう1棟の竪穴住居跡と重複しており、それをEc62(古)

住居跡とした。両者の関係が増・改築でないことだけは確実である。(古)についてはその大部分

が(新)により破壊されているので詳細不明である。その床面が(新)より0.1m程高位にある点の

みを特記し、他は省略する。以下にEc62(新)住居跡について記述する。

〔平面形・方向〕長径6.5mX短径5.OmX深さ0.4mの規模の長円形乃至楕円形をなす。長軸

方向(炉の長軸方向とも一致)は東西方向である。壁の凹凸は掘りすぎによるものである。

〔堆積土〕既述のように壁高が比較的深いことから、観察を容易に行ないえな シルト質で

暗褐色一黒褐色の土層が主体をなし、下位に行くにしたがいそれに基盤の橙色シルト質土が

混じる割合が増す。樹根他の撹乱部もあるが、それ以外には特異な堆積状況は観察できない。

ただし、堆積土中に焼土のブロック・土器片などが集中する事実もあり、廃絶後の遺構に対し
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ク 第36図 亡c62住居跡

実測図

① 
哨‡対 しまI)あり、糾i倍若:十あり、」∴鵠・炊 

色士 化物を混じる 

①’ 
り (D十戒土粗 

⑧ II (①よりしまり弱い、他は頬似 

②十 ?ニ誓;ル後者は虻の可髄がある 

③ 
思す対 しまI)、札i件ともにあり、全書は置」に工 

色士 器五・根二上持混入 

④ り ③より若干うすい、しまりもない 

⑤ り ④に色調似るもしまりある 

⑥ 
鴫的 しまI)なく、糾I竹井十ある。‡申子は岨 

色士 張くぼシルトブロック混じる 

⑦ II 

Ed62(旧)(書出l;i跡弛士、しまI)拘iく榊I 

倍あI)、紺串、全般部)に炭化物を含む 

そ の他 いずれはシルト質 

P主調〕砂No 士 従 収 経 深さ(調) 個 々’ 

P l 0.7 ×0.7 
0 0 45×0 22×0 4 15 

0.34 曽撃羅-,鷺衰講綜 
2 0.75×0.5 

0 0 42×0 35×0 42 35 

0.35 II 

3 0.42×0.38 0.I5×0.】5 0.42 球面より 

4 1.8 ×1,65 L6 ×1.1 0.2 不1膝、性怖不明 

5 0.4 ×0,3 0.3 ×0.2 0.35 

6 0.4 ×0.25 0.2 ×0.2 0.45 

7 0.25×0.2 0.07×0.08 0.07 

)唖趣が ・

8 0.3 ×0.2 0.22×0.1 0.1 

朋i録櫨 0.35×0.12 0.22×0.05 0.14 

b 0.26×0.15 0.2 ×0.1 0.07 

C 】.0 ×0.25 0.8 ×().13 0.15 

d 0.8 ×0.】5 0.75×0.1 0.15 

l● 

- 
1.3 ×0.05 0.9 不1捺彫 

f 0.35×0.15 0.1×0.1 0.05 ビット?l鮎的題? 

g 1.1 ×0.25 1.0も×0.15 0.05 

h 0.55×0.15 0,5 ×0.07 0.08 

l 0.8 ×0.15 0.6 ×0.07 0.0こう 
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て何らかの意図的行為が行なわれていた可能性もある。

〔床面〕各種の掘り込み類・礫などが存在するが、基本的には平坦である。貼床等は確認で

きない。直上に土器(完全品1他)が残存する。

〔柱穴〕壁外周部には検出できず、ピット類はすべて床面上に存在する。床面上には計8の

ピットを検出したが、主柱穴関連と思われるものはPl-3・5・6と思おれる。その深さは0.

3m以上のもののみであり、かなり深いo Plのみは、掘り込み都関連のものである可能性もある。

平面的配置は、壁からかなり床面中央に寄り、かつ炉を囲むかの如くである。 P7・8は後述

の周溝中(即ち南壁に揺する直下)にあり、かつ深さが0.lm前後と浅い。したがって柱穴では

なく、住居跡関連のものである可能性が高い。

〔炉〕床面中央から若干東寄りに1基検出した。所謂石囲い炉のみで明白を掘り込み部は

伴なわない。ただしその配置からして、 Plが関連する可能性が皆無でないことには既にふれ

た。平面形は東西に長い長方形乃至西辺が若干外湾する狭長なカマボコ型を呈す。細長い礫を

埋設したと思ねれるが、東辺のみが一重で他の3辺は二重乃至三重である。断ち割りを実施

しないので詳細不明であるが、いったん掘り込みをうかってから礫を据えるものであったろう。

〔その他の施設〕床面中央からやや北寄りに不整形・横長の掘り込み(P。)を検出した。深

さ0・2mあるが、その性格は不明である。次に、断続的ではあるが、周溝も存在する。ほぼ全局

をめぐるが、壁西南部のみが、その中断部が長い。偶然か、何らかの意味があるかは不明であ

る。床面上に完全土器lが見られる(既述)。

〔年代決定の資料〕上述の土器類である。縄文時代中期と思ねれる。

〔遺物〕 (1)土器類 新住居跡床面上からの出土例はIIIb類?(14),V書Ib類?(24),その他

の浅鉢に近いものの3例程度と少ない。最後者は調査後の不手際より所在不明となっており詳細

を知り得ない。まことに違憶である。写真によればⅥI類のカテゴリーに納めうるかとも思ねれる。

埋土中よりは比較的多量に出土し、それらはIa類(25)、 Ie類(15)、 IⅡb類(33.34).

IIIc類(16.35), IIId類(39)、 IⅤ類(7)、 Va類(18)、 Vb類(11.13.17.19-21)、 VI

類(6. 8-10.12)、 VI重a類(5)、 VIIb類(lへ4)、その他(袖珍的な無文の土器類) (26、

36へ38)などからなる。

古住居跡よりは、隆・沈線による渦文を有する休部破片1が出土した程度である。 III類へVII

類のいずれかであろうが、特定できない。

(2)石器類 床面からはl類(原石・石核) 1、 3類(石鍛D) 2、 9類(石皿) l、の各

種を得た程度である。大半は埋土中から得た。埋土からは土器と同様に多量出土をみた。この

事実は住居廃絶後における、住居跡への投棄を反映したものとも考えられよう。それらはl類1、

3類(A・C・D) 4、 5類(石匙) 2、 6類(石箆状) 3、 7類(定形的掻器) 2、 8類(ノッ
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チ様) 1、 9類(両刃の不定形掻器) 4、 10類(片刃の不定形掻器) 24、 14類(片刃石器) l、

13類(両刃石器) 2、 16類(石鍬?) l、 20類(凹み石) 6、 21類(磨石) 17、 19類15、他に

黒耀岩細片1を得た。他に三角形土製品を得た。
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第39図 Ec62住居跡出土土器拓影図・実測図(3)

博 i豊子青. 魅(寄 輸∴∴∴別 ●)∴1面 

胸 筋 外 山 

峠;∴∴土 義 i奥 色∴∴∴∴種 
○ ○ 

色 重○ 
重" 審 

章】 嶋il】 職i(章 8亡 晩 
l Ql 録l上 

虞l事 〈職・【】〉 

Ⅷb⑦ 
鞠土市】- 陣精髄5YRライ同質 

華It●耀飯高 二門さら 地文のみ 

録1ル′}ら しはは輸 

只 野 

I曳丈∴Rしく:;・- 
5 

Q3 Q4 〈 〉 

物●⑦ 7.らYRウイ地峡 ミガを入会 - 
7.らYR非職咲 請書タ入る 会場事を貫 

平i青 ↓はけl● 

27 QI 

陶!∴l章 (峨・(章) 

5YR労持場 ミ 〃.争、クラ ン 5YRブイの、 
ー 

一片支(九義士(軍) 地文:∴Rし凧<l! 

置 食 良∴鋤 

28 Ql 

(
〃

) ミタブキ クラ′ク・初音 5YRブl億 (●朋{ 

ー 
1恥∴〃 既∴鵜 

2つ Q2 

( ) 

7.!YRすき)文責の 

ミサキ人食 草r置 

毒I 左 ー 地文(陣・jt鴫〉 輸 食 只 野 

30 Q4 

( ) i- i 

7.iY鼠米の ー 

31 Ql 

( ) 脇士I司-- 

音7,̃Y櫨うう蹟櫛 

3Z Q4 

耀偉 く職・耽) 

ー 

三方iキ クラ,ク 

7.iYR,(寝具億 - - 
l輸丈(l亀傭) 

ミ!/キ 細∴文 

33 Ql 

( ) 

Ⅲb① 
三方′キ 入会 

7.らY凧光の ー 

地文∴R」で;章 
34 Ql 

〃(〃) 徽蛤} 

Inbe) 7.!YR?亀億 与YRブl冊 

3与 Q2 

虞1農 (l轟・屯)椅蜂 

田cセ音 7.らYR,う寝具の 

三つ′キ 大会 

ー 着丈I陣・l亀農) 

三つ’キ 賀∴丈 

議∴A 貞∴野 

36 Q4 

(

〃
) 

7.!YRタ亀の らY鼠)(l入場 ミ1γキ・賃丈 

3了 Ql 

() 
5l’出来の 

5YR水の 噴出5l’Rライ的l穴 タラ・ク 

ー69-



← 3.2 -→

← 2.6 ・・→

第40図 亡c62住居跡出土土器

実測図・拓影図(4)
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第43図 Ec62住居跡出土石器実測図(3)
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巨c62住居跡出土石器実測図(5)
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14a 14c 14b

15a 15c
15b

第47図 Ec62

住居跡出土土製品

実測図

? I ,弓Cm

種∴∴∴∴別 
登録 番号 

地∴点 層∴位 
計∴∴測 健二∴(油・g 

持∴∴∴∴頓 分 散 備 考 

た で よこ あっさ 範∴∴さ 

石 拡 l 

l 壌 土 8.05 6.2 5.1 212.55 白色絹地雌灰岩 1 瓶 剥離が進み、多面体化 

2 床 面 10.9 8.5 2.9 捌.5 宮 I) 概状の蹟 

種 別 
登録 番号 

地 点 層∴位 
計 測 他∴ 音調・g 

け∴∴∴∴貨 分∴頬 骸減 珠‡1 断面 
つまみ 加撃意 

打面 技法 つまみ 
アスフ ァルト た て よこ あっさ 重 さ 

石 繊 57 埋 土 3.5 l.35 0.65 2.6 膜質泥岩 3斌 A② C イ II 

II 58 Q 4 II 2.75 2.1 0.6 2.75 況接苫敬遺灰営 ′′ C① 種 Ⅳ 

II 59 Ql II 1.75 ).3 0.2 0.55 賞褐色極細披珪賀雌灰岩 〃 II a - 
l11 

中 56 Q、ピ′ト中 ピ・ノト埋土 1.9 l.45 0.35 0.75 硬貨泥岩 n D① b イ II 

II 60 Ql 埋 土 l.9 1.45 0.筏 0.5 援鳩き II II a イ II 

II 6l 
II 床 面 2.35 1.1 0.3 0.4 漁職岩瑠縫灰苫 年 子I d イ II 

石 牲 13 Q 4 埋 土 5.8 4.0 1.3 20.6 遺灰賀泥岩 5馴 A a lⅢ イ 1 W X 

ll 8 Ql り 4.75 3.2 0.6 )0.3 
II の り 

c l ホ 1 つ V X 

石 窟音 ∴i状 34 Q∴4 II 8.9 3.7 l.65 47.3 遺灰髄唆飯泥岩 6 撤 b Ⅲ つ V 

II 348 Q l 
II 6.75 3.35 1.7 34.05 理研尼岩 中 b l‖ ホ つ V 

Il 349 Q 2 
II 5.7 3.6 1.3 24.55 堆瑠泥岩 互 8 lH ホ つ V 

定 虫!的∴撒 器 32 Q 4 II 7.9 4.0 l.7 47.65 II 7 舶 a I ホ あ V 

lI 35 Q l 
〃 5.25 1.45 0.8 7.7 〃 II 

種 nl つ V 

ノ ッ チ 撒∴器 355 Q 2 壌 土 8.1 3.85 ).75 29、6 耽貰泥岩 8 頼 a il) イ あ ⅥI 

両刃の不定)朗重器 340 Ql lI 5.75 3.85 上1 21.7 雌尿貰柱倒せ苦 9 敵∴A a I冊 一 つ P 0 

Il 350 Q 3 II 4.4 2.7 0.75 8.3 雌灰髄膜慣泥岩 II A 種 II 
一 7 P 

lI 351 Q 4 
小 5.9 3.7 0.8 15,4 暖飾尼苦 9∴舶∴B a l 

一 あ P 

II 362 Q l 
Il 6.9 6.45 上6 67.1 

II II B a Ⅳ イ あ P 

片刃の不定杉撒器 337 Q 2 培 土 9.45 5.6 L75 57.2 リ 10 頼 

申 3鉛 Q 4 
小 4.5 3.6 L6 19.3 雌灰龍雄飾花苦 II 

り 339 Q l 
互 5.95 4.05 L75 32.35 

Ii 〃 

り 341 Q 4 
II 7,2 4.9 1.5 39,3 雌灰磁敬称尼岩 Ii 

II 342 (2) 
II 3.95 2.4 1.25 10.8 飲瑠石英 II 

II 343 Q 3 
り 4.2 2.85 0,4 5.3 的場色概観母塵肺曝灰岩 可 

II 344 Ql ヽ
II 4.85 3.45 1.35 18.8 暖緬柁岩 り 

II 345 中 当 8.2 6.75 2.05 119.8 白色絹問睡灰苦 り 

II 346 
事 い 3.7 2.1 0.5 4.1 咄飾尼苦 り 

中 347 中 中 2.75 L2 0.5 1.8 塵肺吃苦 l) 

Il 352 Q 2 
I 5.15 4.6 ).9 36.7 雌灰雅審卿吃岩 中 

中 353 Q 4 
リ 4.5 3.8 L7 23.6 

中 I) 

lI 3鞠 Q 2 
II 5.0 2.3 L0 9,75 塙堀位苦 II 

り 356 Q 3 
I) 4.1 2.3 L05 6,3 雌的色職榊議矧時雄灰岩 当 

lI 357 Q 4 
子 4.8 3.25 0.9 13.9 

II 中 

II 358 II 年 6」 3.9 2.65 52.5 
事 II 

II 359 中 子 3.85 2.75 0.65 5.8 慢灰的青堀吃苦 申 

II 300 Q 4 
可 8.1 5.35 L65 58.0 雌耽駒ま堀柁岩 中 

申 36) 
互 当 4.1 2.9 0.9 11.5 

り 事 

片∴刃∴石∴綜 9 Q l 嬉∴土 9.25 7.6 2、85 192.7 敬範花岩 14i畑 
) 

画∴刀∴布∴諾 7 Q l 鳩∴土 10.15 6.15 4.7 317.1 淀城冶 13 机† 

II 8 Q 4 
〃 9.6 7.35 3.35 )了5.9 雌灰磯雄質陀窪 可 

布∴∴鍬 ? 
7 Q 3 

〃 11.8 4.7 1.05 くる.5 淡緑色討灰岩 完全晶16甑 
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種∴∴∴∴別 
登録 番号 

地 点 層 位 
汁∴∴測 他 cの・g 

村∴∴∴∴∴賃 破減 
凹 部 凹部観 

そ の 他 

た て よこ あっさ 重∴∴さ 両面 片面 埠 牧 

凹 み 石 00頬 52 埋 土 11.4 8.2 4.9 00.0 複輝石安山岩 瞭 ○? ○ 半欠、火力をうけた? 

宮 中 53 
II 1L2 7.4 4.7 450.0 浮石質角蹟遺灰岩 完 ○ ○ 大曲凹節 

II II 54 
り 10.3 8.4 5.8 63.0 徽輝石安山岩 II ○ ○ 

II II 55 
時 11.4 9.7 5.7 930.0 II II ○ ○ 

小 の 59 
II 12.1 7.9 4.3 510.0 II II ○ ○? 

lI 中 60 
小 7.7 5.7 4.0 230.0 II 中 ○ ○ 大曲凹韻 

磨 石 21妬 74 
申 5.7 5.0 4.3 150.0 n 完 

り I† 75 
中 6.3 6.3 4.3 240.0 II II 

千千 の 76 lI 9.9 6,7 4.7 柳.0 中 牛久 

II 中 77 中 5.0 4,5 3.5 00.0 I) 完 

II II 78 中 5.2 4、8 3.5 1(X).0 
II II 

幡∴∴∴∴別 
登録 番号 

地 点 層∴位 
計∴∴剥,∴〈慣 coo・g 

柑∴∴∴∴質 分∴頬 備 考 

た て よこ あっさ 慮∴∴さ 

磨∴∴∴石 21粕 79 埋 土 7.2 6.2 5.0 筏的.0 敵陣石安山岩 完 

時 男 
80 

時 5.8 5.9 4.7 狐).0 リ II 

申 II 
81 

II 5.5 5.1 3.8 110.0 中 II 

II II 82 
II 4.9 4.5 3.7 70.0 白色組曲曝灰皆 中 

I† り 83 
II 4.8 4.6 2.4 65.0 殺陣石安山岩 II 

II II 84 
中 7.4 5.2 2.8 120.0 卑 Il 

中 り 85 
II 7.2 6.2 5.4 270.0 II II 

中 り 86 
II 8.8 6.7 4.6 鵜0.0 中 II 

II II 

87 
II 

6.8 4.7 4.1 140.0 II 
中 

中 川 88 
Il 7.0 4.3 3.3 130.0 Ii 半 欠 

直 中 
89 

中 
5,3 4.0 3.0 60.0 

中 完 

り I) 90 
lI 2.2 L9 上8 5.0 り I) 

興∴∴耀,∴i営 6 Q∴3 埋 土 2.15 上6 0.85 2.2 

石 皿19頬 47 埋 土 10.0 8.0 1.7 150.0 泥質網棚瞳灰苦 瞭 板状蹟 

II II 48 
ル 12.0 9.8 3.5 5質し0 散輝石安山岩 II II 

小 の 49 Q l 
申 8.4 5,0 3.2 180,0 浮石質粗相曝灰岩 II 繊部あI) 

中 り 50 
中 

11.8 11.7 4.4 餌0.0 プロビライト勧蹟遺灰苦 完 板状蹟 

中 小 
51 

II 

10.0 7.2 1.4 210.0 徽曙石安山岩 破 飯状 

中 り 
52 

II 20.6 9.4 4.6 1.300.0 
中 完 鴨円形蹟 

II II 

53 
II 

14.9 9.0 4.5 S駁〕.0 中 II II 

II
II 

54 
II 

12.0 5.2 5.3 4的.0 り 破 蹟 

ll
中 

55 
中 10.3 9,8 1.3 370.0 

〃 中 扱状 

中 り 
56 

中 
11.6 10.0 5.2 卿、0 II り ′′ ∴燦部(二九味、火力をうけたか? 

中 子I 

57 
り 

14.6 10.7 4.0 1.130.0 
II 完 筋円形懐 

II II 

58 
II 16.0 11.2 2.3 弧).0 中 破 半敵品 

II
II 

59 
II 24.0 23.0 4.8 3.笈的,0 

中 完 鞍状 

II
II 

00 
II 12.7 10.8 3.1 4禦).0 

り 破 II 

II
II 

61 
II 

17.0 15.0 6.9 2.320.0 
II 完 蹟 

宮 中 
63 床 面 27.2 2L0 4.4 3.4鎌).0 

II 中 板状 

片刃の不整協重器 344 Q l 埋 土 4.85 3.45 1.35 18.8 硬磁泥岩 10 舶 

345 II り 
8,2 6.75 2.05 119.8 白色細説雌灰岩 10 頬 

346 II 
II 

3.7 2.1 0、5 4.1 強敵泥岩 II 

347 II II 2.75 上2 0.5 L8 堆飾尼苦 中 

265 Q 3 
II 

3.65 3.45 L0 14.75 堆貨泥岩 中 

石 皿 62 球 面 19.7 16.6 4.0 1.6的.0 殺陣でi安山岩、前期椛苦 19 頬 Ec62〈訪) 
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E d62住居跡(第48-53図、図版8、 11)  〔遺構の確認〕調査地南端で中央部からや

や東寄りのIⅡ層上面に検出した。段丘面から段丘崖への遷移点にあたり、全体的に南・西方へ

傾斜する。

〔重複・増改築の事実〕その北部でEc62(古)住居跡と重複し、それより新規である。さら

にEc62(新)よりも新規である。その南部でEe65住居跡と重複し、それが新規である。西南

部は近世以降の墓地と重複し、当然それが新規である。炉が2基検出されるものの2棟分にみ

あう各種遺構が検出されないこと、断面観察によっても重複を示す現象を観察できないことか

ら、増改築が行なおれたと思ねれる。レベル・残存状況などから炉(2)が古期である。両者の長

軸方向が900ずれている点に若干疑問が残るが、以上の如くにのべておく。

〔平面形・方向〕各種の重複関係や調査の不備から正確に示しえないが、方形のヴァリエイ

ンョンを示す壁様の部分を検出しえないから、円形乃至楕円形を呈すものであろう。長径6.5m

X短径6m程度が想毒される。炉(2)の長軸方向をとらえればSW-NE方向に長いものとなろう。

〔堆積土〕シルト質で 黒乃至暗褐色系統のしまりのある土が堆積している。ブロック状に

堆積するなどの特異な現象は観察できない。

〔床面〕ほぼ平坦である。現地形の傾斜ほどのものは見られない。貼床等も見られない。

〔柱穴〕残存する限りでの壁外周部にはピット類はなく、すべて床面上に位置する。計

10のピット・掘り込み類が関連すると思われるが、 P。・9は柱穴ではないと思おれる。うちP。

は炉に連結する掘り込み部に相当する可能性が大である。その他は0.3へ0.6m前後とかなり深

くしっかりしたものである。その平面配置は明確ではないが、炉の南北両側、掘り込み部北端

部の南北両側、壁際の三つの基本的位置が存在するかのようである。 P7のみが斜位となる。

〔炉1〕燃焼部たる石囲い部と、掘り込み部の組み合ねせからなる。後者は痕跡的な残存状

況であるが、浅い円形の掘り込みと、床面上の段差から想定しうる。前者は平面形が長方形乃

至狭長なカマボコ型に近いと思おれる。その外湾気味の南短辺の礫を欠落し、抜き取られ

た可能性がある。その他の辺は一重の礫からなる。その形状は変化に富み、若干特異である。

礫の構築法は断ち割りを実施せず不明である。

〔炉2〕痕跡的なものを1基検出した。平面形は狭長なカマボコ型と思おれるが、北・西辺

の礫が抜き取られている。残存礫は2へ3重になっている。燃焼部底は皿状に凹む。その底部

ほぼ中央に角礫が一本立った状態で検出された。その性格は不明である。支柱でもあろうか。

掘り込み部の有無は確認できないが、存在したとすればそれは炉の東南方であろう。長軸方向

はNW-SEである。

〔その他の施設〕同港の痕跡を検出したのみである。

〔年代決定の資料〕床面出土の土器類である。縄文時代中期と思おれる。

-78一



雷
(
轡
d

塙、 馨 

賢二 ,くさ 、/蝦 よl窒 隻渥 トで 来触 塞き に 東 よl i嶋 早 来 蟹 龍 義 歯 撞 球 

E tU 艶 

塞 く) ○○ .el e くヽつ く> ぐヾ .t細 く> 霜 ⊂) し(つ ○ しlつ くプ 鴇 e u) ⊂) 愁 e き く⊃ 

迎 憧 

【、 e × ぐヽ e く▼つ e × く○ ○ .t書 く> × 葛●l く> 
くヽつ e × ○ミ e き e × く▼つ ○ l.くつ l.Iヽ ⊂) × uつ l.iつ く> 

(:東つ く> × ∞ ⊂) 寧 e × ぐ●つ く) 
⊂〕 × N ⊂) °c e × ∞ e ⊂) × ch く〕 

端 十 
くヽつ e × 潔 く) 群 e × 専 e 舗 く) × 裁 く> 

結 く> × お く> くつヽ e × 群 e l.(つ ぐ- ⊂) × I∫) ぐ、 ⊂) 導 くプ × 裁 く) 

拷 ⊂) × 」くつ ⊂) 

繊 く=) × 議 e く▼〕 く> × ぐう く> 

〇、l ⊂) × 〇 十 〇 

皇 憂 国 ロ.. 

ぐヽ くヽつ ・.事 l′) く○ ぐ- ○○ くす) 
く) 

蝶 理 

図
藁
靴
轟
鴫
型
乙
等
山

国
∞
寸
粘

① 黒褐色土 しまりあるが粘性なし、細粒、土器片等あり 

② 暗褐色土 しまり強く粘性もややある、細粒、全体に炭化物粒混入 

②’ II ②に焼土粗枇・塊を混じる 

③ Il ②よりも炭化物畳の多いもの 

④ 塊 土 若干軟質 

79



←
5.8 → 1b

田圃藍題目

第49表 Ed62住居跡出土土器実測図・拓影図(I)

←
(14.0)

→

二二〇___/一二

ー
I
左
l
’
.

▲
。
I
内
面
全
面
ミ
ガ
キ
ー

労相

戦

4 d
休部文様(一部)模式図

(繊尺%)

巽萎墓誌ゝ
竿誇_蔽喜
3予雪ぎ10e爪

社i 峰.d. 嶋位 格∴∴∴璃 分∴〃 

内 面 持 田 

噛 土 義教 巳 " 
重 義 

亡 賀 
○ ○ 

日 置iO∴l輸I 体 ia 0 輸 i 〇∴∴∴禦 供 し * i 偉 下 車 賃 

l 床面 

濃∴偉 (確り・中京〉 

皿b(の 

輪土7.!Y貫井置 

全面;lヶ年 

5YRブイ種 能用意● 

教義飲2 

重文しR<= 教義」剛鳥_ブラ,ク 

ミサ書 き文 

岨 書タ 鼻職 

5 教士 

:・) 
皿b⑦ 

7.!Y京ブイ廉鴫 艦上1」YRう(農相 

1,!YRタ(膿賃寄 教義玖 

強食:∴Rしく;書 

ー 絡 食能 

8 Q4 

( 〃∴〉 l●3 こ■ ミわ′番 人全 

同∴左 平場●電子内鶴 置文∴京しく;章● 小石ある 農機 
ロき・後部さけを 」はI調 

I2 Q4 

: ●∴∴I 

II●⑦ 全的ミタヶ年 5YR,i 平場 着丈 しRしく;章 ー 

電工はYRX持味 大全・千着 
13 

(

"
) 

i!"⑦ 

101’Rブイ賀田 輪土的一 10YR,( 鶴儒郵IOYR労農廠 

不∴岬 ー 

)1 Q2 

子

t
l 

I章●⑰ 5YRi(教 

全面言言ヶ年 タラメタ 

).!Y種労賃億 

ミサを・徽文 
置丈ならし不動 不貞 

I6 

( ●∴∴) 

血b(D 5YRi(億 5Y鼠!(寄 岨 lタ 

艦土与Y貫井細鴫 下層柵寄 着丈 Rしく;! 
10 Ql 

(傭i録一重) 

Ⅲe ▼ 

10YR)(重職 ミサを 同∴宏 

‾i‾i蓑《告等), 
ミサを 輸∴A 義教 

30 

(憾・口) 

llb:f §YR火種 こ 書rヽ 動 き ー 着丈の入京しく;章 岨 lタ 食鴫 

31 Q3 

子

●
子 

ⅢbO !.;YRi`櫨 5Y凧X● ミサを ー 

着丈(禽きつ 義貞∴Rし貫くl!● 

ー80-



第50図 Ed62住居跡出土土器拓影図(2)
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〔遺物〕 (1)土器 床面上より復元可能土器1と若干量の破片を得た。それらはIIIb類

(l)、 IV類(6)、 Va類(4)、 VI類(10)、 VIIb類(3)などである。埋土中よりは比較的多

量の破片類を得た。それらはI a類(8)、 IIa類(12-14)、 IIb類(30)、 IIIc類? (40)、

IIId類(17)、 IV類(11)、 VIIb類(15・19)、その他(ケズl)痕が条痕文を有する補珍土器的な底

部破片)などからなる。

(2)石器類 床面からは12類(磨製石斧) 1、 19類(石皿) 3、 20類(凹み石) 2、 21類(磨

石) l、 22類(石剣類)ともみえるもの1を得た。 19・20類の一部が炉中から検出されている

ことは、それらの用途の具体相の一部を反映するともみえ、留意されるべきであろう。

埋土からは3類(石族D) 1、 4類(石錐) 1、 9類(両刃ね不定形掻器) 6、 10類(片刃

の不定形掻器) 4、 20類2、 21類2、 24類1などがそれぞれ検出され、さらに黒耀岩剥片・白

色細粒凝灰岩の礫などの素材関連のものも得られた。石材の中に北上山地に供給源が想定され

るものが混ずる点に注目すべきであろうか。他に耳栓1、首飾1を得た。
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第5I図 Ed62住居跡出土石器実測図(l)
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(二)38 。

第52図 Ed62住居跡出土石器実測図(2)
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第53図 Ed62住居跡出土石製品実測図

0 3cn

口 上 菓臆H

棚∴∴∴∴罵I」 

登録 番号 

地点 厨位 
計 測∴価 c調・g 

材 質 分∴期 破肌 諒け 断 面 打面 技法 
つま み アス7 了Iい たて よこ あっさ 珊音 ∴∴さ 

石 抜 62 埋土 l.75 1.1 0.25 0.35 松服苦 3期D葛① bd イ II 

柵∴∴∴∴別 
駐録 番号 

地点 層位 

帥∴測∴倣 cの・g 

柑 貰 分∴期 敬細 素材 

断 面 

打面 技法 
つま み アスフ ァルト 

たて よこ あっさ 瓜∴∴さ つまみ 錐 

石 雑 3 埋土 4.9 1.5 0.45 3.6 泥飾曝灰岩 4 敵 b あ ホ イ あ Il 

種 別 

登録 番号 

地点 屑位 
肘∴利 他 c同・g 

村 煩 分∴糊 刃部 諌材 断 面 打面 技法 渋皮 
刃潰 し その 他 

たで よこ あっさ 部音 ∴∴さ 

両刃の不定形飯詰 364 Q2 埋土 5.2う 4.9 0.95 26.25 雌灰貨硬貨泥岩 9 期 B II 一 あ P 

II 365 Ql lI 4.9 3.5 l.1 19.15 II II B I】 イ あ P 

II 367 Q2 II 6.65 2.05 1.6 18.1 遺灰貿珪質泥岩 り A I イ あ P 

II 368 Ql II 6.15 4.1 1.2 23.5 硬質泥岩 り A II 
- あ P 

II 369 Q4 Il 7.5 3.9 上7 30.8 暖灰質珪翰尼嘗 II B II イ あ P 

り 370 II II 8.9 5.55 1.8 103.15 硬貨泥岩 II A I 
一 ↓ヽ P 

片刃の不定形飯詰 267 Q4 II 3.3 2.3 0.5 3.3 漣灰質珪貿泥岩 10 叡 

り 268 II II 4.3 4.2 1.0 18.6 珪貨泥岩 り 

II 363 Q2 II 7.75 4.0 l.5 40.0 揖灰街頭飾尼岩 II 

II 366 Q4 II 5.6 4.0 0.4 11.1 珪飾尼岩 II 

石 斧 8 Q4 床面 15.95 6.25 2.5 537.0 鱈練i躍灰岩、古生界 完全I2瑚 

石 皿 37 床面 19.0 14.2 3.6 1.320.0 敬輝石安山岩 完 19斯 円盤横磯 

II 38 炉中 1L8 4.9 2.8 410.0 Il 噴 ′′ 倣∴∴状 

II 39 床面 15.8 11.7 3.8 720.0 石英安山岩貨角藤を灰岩 Il 互 円盤状慎 

種 別 

獄飯 番号 

地点 風位 

汁∴測 伽 ぐの・g 

け∴∴∴∴∴貿 分 糊 砥用 

凹 み 凹部数 
そ の 他 

たて よこ あっさ 巾∴∴∴さ 両面 片面 叩 枚 

凹 み∴∴∴石 37 Q2 壌土 7.4 5.8 4.9 300.0 敬輝石安山岩 20 妬 完 ○ ○ 

II 38 II 10.2 8.3 4.8 570.0 II II II ○ ○ 

り 39 炉中 15.6 9.0 5.4 1.1微).0 
り II 破 ○ ○? 牛久、火力をうけたり 

II 47 床面 10.2 8.1 7.5 750.0 II II 完 ○ ○ 

磨 石 99 Q4 埋土 5.5 4.5 4.7 130.0 II 21 顔 完 

II 100 り II 4.0 3.3 3.4 50.0 lI II lI 

II 106 床面 12.3 7.5 5.1 530.0 II り II 

( 石 剣∴? 12 床面 14.15 8.35 1.15 122.1 屑灰岩、申請撹中部 22 期 破 

不 明 磨 製 品 23 Q2 埋土 5.2 3.8 0.85 22.4 淡線色凝灰岩、中前節中部 24 頼 

剥 片 り 省 略 勲∴輝 岩 
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E d65住居跡(第54-58図、図版12)  〔遺構の確認〕調査地東南端近くのIII層上面に検

出した。段丘崖を南にひかえたほぼ平坦部である。

〔重複・増改築の事実〕西北部でEc62住居跡(古)と重複し、それが新規である。その南に

樹根と思われる撹乱部がある。さらに炉東隣の掘り込み部にも樹根が入り込んでいるが、住居

跡の構造を伏明にするほどのものではない。遺構それ自体には増改築の痕跡は観察できない。

〔平面形・方向〕重複等の理由から正確な形状は不明であるが、その規模は長径5・5mX矩径

4.6mX深さ0.2m以上で卵形に近いものになると思われる。炉の長軸と掘り込み部の方向(そ

れは竪穴の長軸方向に一致)を基準とすればほぼ南西方向からややNEへSW方向にふれる

ものとなる。

〔堆積土〕耕作・樹根などによる撹乱のほかシルト質土が一様に見られ、異常は観察できな

い。なお現存壁高はきれめて浅い。

〔床面〕樹根等の影響はあるものの大略平坦である。なおこの部分の基盤は純粋のIⅡ層であ

り礫の露出はほとんど無い。貼床等の処置は観察できない。礫・土器若干量が散布する。

第54図 Ed65住居跡実測図

P白N0 上 径 産 経 深さ(m) 備 考 P白No 上 程 産 経 深さ(m) 偏∴∴∴∴考 
1 0.25×0.25 0.09×0.07 0.42 6 0.2 ×0.2 0.1×0.1 0.33 

2 0.25×0.25 0.1×0.08 0.44 7 0.45×0.22 0.15×0.1 0.3 底部斜行 
3 0.3 ×0.25 0.15×0.13 0.1 柱穴ではない? 8 0.3 ×0.2 0.17×0.13 0.32 

4 0.3 ×0.25 0.】5×0.11 0.31 9 0.6 ×0.35 0.2 ×0.14 0.14 柱穴ではない、柳腰? 
5 0.2 ×0.2 0.14×0.14 0.44 
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〔柱穴〕壁外周部には検出できず、すべて床面上に8ヶ検出した。深さ0.3m以上のもののみ

であり、形状には共通点が多い。その配置はそれほど整然としていないが、炉の周囲・壁際な

どにその位置が予定されているとも見える。 P9には若干疑問がある。

〔炉〕床面中央の若干東寄りに、石囲いの燃焼部とそれに連結する掘り込み部の組みあれせ

で存在する。前者は所謂石囲い炉であり、大小の礫を用いてほぼ長方形(1.0×0.7m)に構築

している。基本的には一重構造であろう。西辺は巨礫一個で構成されているが、外縁部が若干

張り出すその礫自体の形状(の選択)に意図性があると仮定すれば、石囲いの形状は一辺にふ

くらみをもつ狭長なカマボコ型に近いことになろう。礫の構築法は断ち割りを実施しなかった

ので不明であるが、おそらくは、あらかじめ若干大きめの掘り込みをうがち、その中に据える

形式のものであろう。

掘り込み部は石囲いの東辺に連続する東方へ深くなる長台形( 0.7×1.3m)のものである。

ただし、東端は樹根の影響をうけて不明である。その北縁に小礫がl個見られただけで、その

他の異常は観察できない。 P3は樹根の影響をうけた部分そのものであり若干疑問あることは既

にふれた。

〔その他の施設〕周溝他は検出できなかった。なお北壁中央の南方への張り出しは、掘り足

りなさの結果の可能性が強い。

〔年代決定の資料〕床面上検出の土器類である。縄文時代中期と思れれる。

〔遺物〕 (1)土器類 床面上からは、復元可能土器2と、若干量の破片を得た。床面出土

量としては、本遺跡中では比較的多いといえよう。それらはI a類(3)、 IIIc類(5)、 Va

類(1)、 VI類(6)などからなる。 1・5ともに縦位に展開する印象を与える隆・洗練による

渦文(嫌を伴う) 1より休部文様帯がうずめられ、特徴的である。埋土中からは少量の底部破

片を得たのみである。隆・沈線による渦文、沈線によるそれをもつものがあり、 IIトVII類のい

ずれかに該当しょうが、特定できない。

(2)石器類 床面からは19類(石皿) 3を得たのみである。埋土からは10類(片刃の不定形

掻器) 1、 3類(石族D) 2、などを検出した。
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第56図 亡d65住居跡出土土器

実測図・拓影図(2)
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No 地点 屑位 種 8ij 分 瓶 

内 (表) 面 外 (波) 面 

姑土 燥虞 
色 調 
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第58図 巨d65住居跡出土石器実測図
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種 別 
登録 番号 

地点 屑位 
計 測 侶 Cm・g 

材 質 分 類 備 考 
たて よこ あっさ 重 さ 

片刃の不定形掻器 371 埋土 9.0 7.6 1.7 58.65 )斑灰貿硬質泥岩 10 歎 

石 皿 32 Sl 床面 20.5 13.0 4.3 l.340.0 複輝石安山岩 19 頬 破、円盤状摸 
II 33 S2 II 12.0 10.1 5.5 l.000.0 浮石質角諜凝灰岩 II 破、板状 
II 34 S3 II 13.0 10.5 l.8 430.0 複超石安山岩 II 破、円盤状摸 

石 鍛 63 埋土 3.7 L85 0.6 2.95 輝灰質硬質泥岩 3頬D② 
II 64 II 2.05 1.3 0.2 0.4 珪質泥岩 IID(D 

E e65住居跡(第59-62図、図版13) 〔遺構の確認〕調査地南端部のIII層上面に検出し

た。段丘崖を臨む地点であり、文字どおりの南端部である。

〔重複・増改築の事実〕北部においてEd62住居跡と重複し、それより新規であり、西南部

において近世墓地と重複する。遺構の残存状況が極めて不良で それ自体の増改築等の事実は

不明である。

〔平面形・方向〕上述の理由からこれらも不明である。ただし、北東部壁が本来のものであ

るならば、その平面形は方形のカテゴリーに入るべきものかもしれない。方向については、推

毒される炉の長軸方向をとれば、東西方向となるかもしれぬ。
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第59図 亡e65住居跡実測図
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〔堆積土〕後世の撹乱をうけていることもあり、本来の覆土の残存は半分程度である。暗褐

色シルト質土がほぼ単一に堆積している程度である。撹乱は既述の墓地関連のものである。

〔床面〕本来は地盤の傾斜に沿って西南方へ緩やかに傾斜する他は、あまり凹凸のないもの

であったと思おれる。貼床等は見られない。礫が散在するが性格不明である。

〔柱穴〕床面と思おれる部分に計6個のピットを検出したが、建物関連と思われるものはな

い。わずかに壁直下のP,・ P2が0.3m以上の深さをもち、関連する可能性をもつと思ねれるに

すぎない。その場合は所謂主柱とは考えられない。したがって柱穴については不明である。

〔炉〕痕跡的なものを1ヶ所検出した。本来の姿を保っておらず、詳細不明である。北半は

礫を欠き、その下位の据え方の痕跡が見られる。したがって“抜き取り“行為があったことを

示すといえる。しかし、その時期については、撹乱部に隣接することもあり、断言しえない。
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第60図 Ee65住居跡出土石器実測図(I)
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第6i図 Ee65住居跡出土土器拓影図
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3a 3c 3b

⊂⊃工。

5 10cm

第62図 Ee65住居跡出土石器・土製品実測図(2)

平面形は隅丸方形(東西に長い)と思ねれる。構築法等は不明である。

〔その他の施設〕何ら観察できない。

〔年代決定の資料〕床面と思おれる部分・同港中・炉中検出の土器である。縄文中期であろう。
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〔遺物〕 (1)土器類 いずれも細片の形で得られた。床面上・周溝中・炉中からは、 Ia

類(7)、IV類(3.5)、Vb類(2)、VIIb類(1)の各類を得た。埋土中からIa類

(11)、 IⅤ類(15)、 Vb類(12・13)、 VI類(14)の各類の出土を見た。相互に共通したあり方

を示していると思われる。

(2)石器類 床面上からも比較的多く出土している。 9類(両刃の不定形掻器) 1、 13類(両

刃石器) 1、 19類(石皿) 1、 20類(凹み石) 9、 21類(磨石) lなどであり、他に原石関係

のものそしての硬質泥岩・凝灰質硬質泥岩・砂質凝灰岩・凝灰質砂岩の礫も得られた。 20類の

多さはやや異常とも見える。埋土からは3類(石族D) 2、 9類1、 10類2、 19類2、 21類2

などが得られた。

竹∴∴∴∴馴 

登録 番号 

地点 樹立 
話∴測∴個∴調・g 

材 質 分∴凱 

砥 用 謀 り 断 面 加つ 蝶ま 郵み 打 面 技 法 つ ま み 了ア ルス ト7 

たて よ こ ふっさ 重∴∴∴さ 

有∴∴∴∴∴餓 48 Q2 埋土 L8 1.55 0.3 0.6 拡船松岩 3親D-① a イ Il 

II 65 Q3 II 2.85 上4 0.4 1.2 主.∴飽 ′′ D-③ b イ II 

両刃の不定彬描器 373 体面 6.75 3.2 0.85 14.0 軟質石英 9 胡 B 萱I イ ふ V P 

II 

374 博士 5.1 2.5 0.85 11.5 海技岩 lI II II II り V 

片刃の不定彫凍器 372 Q3 り 12.6 4.4 2.1 9了.0 遊侠質硬憤泥岩 10 飢 

II 

375 Q4 
II 

了.15 5.6 1.45 59.15 流紋岩質郎立雌灰岩 II 

両∴刃∴右∴器 9 昧鳳 8,15 5,9 3.5 128.9 lI 

13 頼 

石 肌 43 申 
16.1 9.2 5.0 1.000.0 陵坤石安山岩 中新枕中細 19∴凱 畝 円悠状摸 

II 

44 
申 

19.2 10.8 4.0 1.3鎖).0 
II り II 互 I′ 枇都研戯 

II 

45 理工 15.4 

:10・9 

3.2 6敬).0 の り II II 板∴状 

り 
46 昧面 11j 町3 字・1 

890.0 lI 中 申 II II 

II 

64 理工 】了.5 14.3 2.5 1.330.0 
II 中 II 中 り 

出∴∴∴∴別 

登録 布号 

地点 鞘立 

訂 榊∴仙∴…g 
宮∴∴∴∴∴質 介∴軌 破捕 

川 部 川 音紬∴轍 

そ の 他 
たて よ こ あつき 垂∴∴∴さ 両面 月面 単 慢 

囲 み 有 40 昧面 13.5 6.了 」、い 4執).0 鞍手河i’安山岩 中部銑中郡 2い 軌 売り /‾ \__ 

II 

41 II 

13.l 了.8 4.(〉 520工I 
II Il り II 

C /、 ∴ 大甲I当部 

り 42 申 
l(主4 5.3 3.5 24(主0 

中 り リ 中 
′‾ ′、 

II 

43 II 1上5 8.4 5.2 了5(主() 
申 出 り 申 

C 

中 
44 II 11.2 了.3 5.4 59(上り 川 中 中 

言出 C 

申 高 Il 1上l 6.8 

8言う l 

540.0 
中 り リ 定 

′、 

\、_ 

II 

46 II 了.4 5.2 /信 1敷主0 中 り I 白 

\_i 

II 

48 

ヒっ ト 

理工 I(主1 8.8 了.う と)執)工) 
中 り 申 中 

i 

∴ 
〔 

中 
いI 昧面 =上8 5.4 6.8 4執主0 川 中 

II 硬 し/ 早大 

騎 有 91 昧面 11.5 了.3 4.」 530.0 花瓶斑岩 21胡 定 

II 92 理工 12.8 了.8 う.8 了20.() 
lI 中 II 

中 93 II 2.8 2.了 L8 1(主0 独和Ii安山岩 中翫拒l一部 II 互 

原 信 3 昧面 11.5 11.45 9.05 上155.0 もi時(柁岩 1 飾 

II 

3 
中 10.9 8.5 2∴l 2紬.5 賞味質硬質氾岩 互 

他に自然石として、砂祐畦販岩上.遊栂’〔砂岩1
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E e68住居跡(第63-72図、図版14へ16)  〔遺構の確認〕調査地南東端部付近で,その

東綾部の重II層上面に検出した。南方直近に段丘崖をひかえた、段丘面の南縁近くである。平坦

である。

〔重複・増改築の事実〕北部においてE f68遺構、南部においてE i68遺構とそれぞれ重複

し、それらより新規である。炉の可能性のあ桃のが複数存在し、早期使用ではない可能性もある。

〔平面形・方向〕その東半部は道路用地外に位置しているのでその西半部しか明らかでな

い。西半部をもとにすると、円形ではなく、南北長6.5mX東西長3.0+αmX深さ0.2-0.1m

程度のものとなると思おれる。西壁の方位は磁北より若干西にふれている。壁は凹凸に富む。

〔堆積土〕既述の如く現壁高が浅いこともあり、基本的には、暗褐色系統のシルト質土がほ

ぼ一様に堆積している程度である。床面上に焼土の堆積部があり、その上位に土器片、その内

部に炭化した果実(後述)等が存在した。その他の特記事項はない。

〔床面〕既述のように床面上に焼土・土器・炭化果実等が比較的多く見られた。焼土は床面

が焼けたものではたい。他に巨礫も散在する。その他は大略平坦である。貼床等の措置は観察

できない。

〔柱穴〕その可能性あるものを4個検出した。いずれも西壁に沿っており、あまり床面中央

に入り込んではいない。深さは0.3m前後以上と深いもののみである。 P5の覆土上位より先と同

様の炭化した果実が出土している。貯蔵穴の可能性もある。

〔炉〕明らかにそうと判断してよいものは、中央より若干北寄りに1個所検出した(炉l)。若

干不整形ではあるが、長径0.8×短径0.7mX深さ0.15m程度の規模をもつ。礫の抜き取り穴と

見倣すべき痕跡は観察できないので石囲い炉ではなく所謂“地床炉、であろう。炉中とその

北西隣に焼土が分布し、さらに北綾部に土器が存在する。埋設土器ではないと思おれる。

炉1の南に、ねずかな焼土の中断部をおいて、再度、巾0.7m平均で焼土が帯状に分布し、そ

の南端部(南壁直前)に土器類他が多くのっている。この焼土下位に掘り込み(炉の燃焼部)が

存在するか否かは、そこに断ち割りを実施しなかった調査上の不備から、一切不明である。巾

がほぼ一走である点を考慮すると、炉であった可能性が強い。帯状に連続する点は、単に焼土

のかき出し行為の結果だけではなく、炉のさらなる複数存在の可能性をも示すものである。明

確になしえない点はまことに違憶である。

土器片・礫等は焼土上にのっているだけで 本来の床面レベルよりはかなり高位置にある。し

かし、その下位に腐蝕土などの層が見られないことから、遺構とそれほど時間差をもたないも

のと思おれる。

〔年代決定の資料〕床面・焼土上・焼土中出土の土器片、炭化果実等である。縄文中期である。

〔遺物〕 (1)土器類 床面他より比較的多量のものを得たが、原形に復しうるものは少な
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第63図

巨e68住居跡実測図
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⊂> ー」 く⊃ 嶋ゝ ⊂> トe ⊂⊃ Co ⊂> ト○ 

ト 揃 

⊂l「 CJ (プ⊃ ぐれ Cn 

× × × × × 
く=) 

⊂) o⊃ ⊂> トe ⊂) トe ⊂⊃ トe Cn 

トe ∞ Cれ 

く⊃ ⊂⊃ ⊂> ⊂⊃ ⊂) 

輌" 揃 

〇一〇 ∞ I〇〇〇 Cn 

トe 

ト一一〇 Cn ト一〇 Cれ 

× ⊂) × ⊂) × ⊂⊃ × く⊃ 

× 

〇一〇 〇一〇 

く⊃ 

Cn ぐれ )〇一〇 鴨ゝ 〇一〇 Cn 〇一〇 CD 

⊂⊃ ⊂⊃ く⊃ く⊃ ⊂⊃ 

蒲 I“時 ( 置ゝ ト○ ⊂○ 置ゝ ⊂) 

Cn ○○ トe 

ヨ ) 

ぜ・ 一旦 帝 

轟 I 哩 

薄 涛 〉ト 

執・ きし べ 

ヽ二つ ノ 帝 

二; 
9-し 

ノ 帝 甘 く‾ -I 

計 汁 、こう ・・、○ 討 汁 、こう ・・、、⊃ 

・・、ブ 

い。 I a類(16.17.18.19)、 I b類(3)、 I c類(1 5)、 IⅡc類(11.21)、 IIId類

(13)、 Va類(10.20)、 Vb類(6-8)、 VIIa類(2.24)などを床面上、ピット中から得

た。これちが遺構の年代に近いものであろうことには既にふれた。埋土中よりはVI類(2 2)

を得た程度であり量的に極めて少なく、若干不自然さを感ずる。これは遺構確認にいたる以前

に、包含層出土資料として取り上げられた可能性があることの反映かとも思おれる。したがっ

て、 EブロックのNo68グリッド出土の資料中に埋土出土のものが混じている可能性が大である

ことを一言のべておく。

床面上からの如上の多量の土器類の出土状況は、住居廃棄直後(床面上に腐蝕土が発達する

以前)における土器の投棄とも考えられよう。そのような資料の一つとして提示する。

(2)石器類 床面上より13類(両刃石器) 1、 20類(凹み石) 3、 21類(磨石) 2、敲打器
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第67図 巨e68住居跡出土土器拓影図(4)
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第69図 Ee68住居跡出土土器拓影図(6)

0 5 10em

No 地点 属性 種∴別 分 頼 

内 面 外 面 最 大 伎 

胎 士 焼 成 
色 璃 

瑠 整 
色∴∴∴綱 

獅 怒 

誌 面 口 径 底 径 報 徳 胴 径 口糠i日朝i体 底 口 織 口効用i体上半i体下半 底 

12 大ビ 埋土 深 鉢 

7.5YR%洩貨憧 胎土7.5YRタイ褐灰 

ミガキ、クラック 紐づくり抜巾 2.5-3.葛kの 10YR%異性 降帯10YR,き くこぷい武櫓 

渦文(降・ね綴) 地文Rしく亨! 

航 イ頑 

ット (破・体) 

24 P11 II 

II (∴〃∴) 

Ⅶ8(り 7.5YR%洩貨概 NQ2に同じ 

同左 路上も同一 

No2(こ同じ り II 
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第70図 巨e68住居跡出土土器実測図(7)
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と思われる17類3を得た。上に述べたことに関連してか、埋土中からは、種類・量ともに多量

のものを得た。それらは3類(石族D類) 2、 6類(石箆状) 1、 7類(定形性ある掻器) 1、

9類(両刃の不定形掻器) 1、 10類(片刃の不定形掻器) 12、 13類(両刃石器) 1、 、20類(凹

み石) 1、 21類(磨石) 7などがある。北上山地に供給源を想定しうる石材若干を含む点は留

意されるべきであろう。他に斧状土製品1、不明石製品1を得た。

柵∴∴∴∴別 

登録 

地点 同位 

計∴測∴鶴 c軸・g 

材 質 分∴頼 

砥 用 謀 材 断 面 加つ 努ま 京み 打 面 技 法 つ ま み 了ア ルス ト7 た て よこ あっさ 亜∴∴さ 

石 鎖 66 壌土 2.4 1.4 0.2 0.5 珪質泥岩 3凱D-① a イ I】・V 

II 67 II 2.7 1.5 0.4 0.8 賞撮色確組曲畦的堆灰岩 II d イ II・V 

石∴∴鹿∴∴拭 289 Q2 理工 8.45 4.9 1.65 78.65 柚枚岩ホルン7ェルス 6 別 a 用 つ V 

定∴形 音的 音臓 器 36 Ql II 8.9 3.0 1.9 42.9 硬磁泥岩 7 樽i a 冊 ノヽ 
つ V 

憾 別 

登録 番号 

地点 悩位 

計 測 仇 ぐ肌・g 

材∴∴∴∴質 分 飾 

l刃 部 謀 材 断 面 打 的 技 法 哀 皮 刃 溝 し 

そ の 他 

た て よこ あっさ 重:∴∴さ 

両刃の不定形掻器 3(鵜 Ql 理土 2.9 2.85 1.0 8.】5 松脂苦 9 帥 B Ⅳ ホ あ 

片刃の不定形掻器 376 Q3 II 7.9 4.25 1.2 26.2 雌灰瑠硬磁泥岩 10 期 

II 377 Q2 II 5.35 3.7 0.85 20.0 白色細粒泥賞雌灰岩 甲 

II 378 Q3 II 2.6 2.1 L05 4.7 松脂岩 中 

lI 379 Q3 II 4.1 2.2 4.5 5.85 磁灰質政飾柁岩 り 

Il 380 Q3 II 5.6 2.4 1.0 10.8 娃鱒尼岩 II 

II 381 Q2 II 5.7 3.85 0.95 20.2 白色細胡尼簡捷灰岩 II 

II 382 II 8.8 6」 1.3 45.5 珪質泥岩 Ii 

II 384 Ql II 7.2 3.7 1.3 3L9 斌枇色憧細粒理的捷灰岩 II 

II 386 lI 6.15 5.2 1.4 35.8 珪質細親睦灰岩 事 

II 2鎖) II 3.85 3.7 L4 17.7 珪質極細粒捷灰岩 中新鋭中部 の 

II 385 Q4 II 7.2 3.7 1.3 31.9 硬質泥岩 打 

両 刃 石 器 10 Ql 
Sl 床面 

1L75 8.5 7.75 812.0 棚板岩 13 嬉1 

鞘 別 

登録 番号 

地点 同位 

計 測 値 c爪・g 

材 質 分∴凱 

砥 用 

凹∴∴部 凹 部数 
そ の他 

た て よこ あっさ 部:∴∴さ 両面 片面 甲 似 

凹 み 石 33 床面 了.3 5.3 3.7 200.0 棲輝石安山岩 20 勅 完 C ○ 

II 34 S4 II 12.2 9.0 5.2 5鋤).0 砂簡捷灰岩 中新鋭中細 II 破 C C 研磨 

lI 35 り 7.0 5.7 2.1 170.0 梗輝石安山岩 II II II C C? 板状・幸夫 

II 36 理土 11.4 8.5 5.7 8歓).0 花園閃緑岩∴古生界 II II C C 

麻 布 94 昧卸 10.3 8.1 5.0 570.0 花園班岩 北上山地? 21頼 破 

II 95 S5 II 12.3 10.0 5.8 1.070.0 殺蹄右安山岩解岩 前期火山 II 完 

Il 96 Q2 煉土 5.1 3.8 3.4 飲).0 殺陣石安山岩 申 中 

II 97 II II 4.7 4.5 3.9 欽).0 II 中 II 

II 98 II II 3.3 3.1 3.1 30.0 II lI 中 

II 101 Ql り 9.6 6.6 5.6 430.0 り II II 

II 102 時 II 6.7 5.1 4.1 1額).0 り II II 

II 103 II II 4.0 3.8 3.2 測上0 申 II II 

II 104 II り 3.8 3.2 2.5 執).0 り II II 

搬∴押 詰 ? 13 球面 32.0 7.15 3.7 815.0 硬砂岩∴古生界、北上山地? 17 親 

II 14 II 21,9 4.3 2.9 193.05 壌化未 申諦観上部東胡山地 II 
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朴∴∴∴∴別 

詳録 番号 

地点 筒位 

計 測∴鶴 c肌・g 

材 髄 分 期 

た て よこ あっさ 紐∴∴さ 

畿∴1丁∴器∴つ 15 珠面 10.85 4.85 1.25 67.25 軸硬岩 17 頼 

lI 16 
lI 22.1 5.3 2.0 300.7 II 

II 

り 17 
り 5.8 5.0 L45 41.6 磁化水 中新坑土都 II 

II 18 
II 11.5 4.45 1.0 56.0 棉徹岩 II 

II 1リ 
Il 12.0 3.75 2.05 89.05 破化本 申請銃上部 II 

II 20 
II 19.0 7.2 4.0 573.0 

II 
II 

ll 21 
II 5.0 3.之 1.0 13.75 II 

II 

り 22 
り 4.5 1.了 0.4 2.45 

Il 
II 

II 23 Il 2.9 1.9 0.4 2.9 II 
II 

II 24 
II 4.45 2.05 0.25 2.1 り 

II 

II 25 
II 2.1 上2 0.3 0.9 時 II 

II 26 
II 2.3 上45 0.4 1.35 lI 

II 

II 27 
II 2.6 1.3 0.3 1.4 II 

II 

II 28 
II 2.0 上1 0.2 0.4 II 

II 

II 30 Q3 壇上 8.6 3.8 1.3 55.95 
II II 

片刃の不定彫撮器 290 Q2 II 3.85 3.7 1.4 17.7 雌質憧緋高峰灰岩 10 則 

E f68遺構(第73図・図版7) 〔遺構の確認〕調査地東南部近くのIII層上面に検出した0

南隣眼前に段丘崖をひかえた、段丘面の周縁部である。

〔重複・増改築の事実〕 Ee68住居跡と重複し、それにより遺構南半は破壊され不明である,

〔炉〕上述のように半欠状態である。断ち割りによると、石囲い炉の北に隣接する焼土下位

にも掘り込みがみられる。これは炉の重複の痕跡と見放すよりは、早期のもので若干広めの

範囲を掘り凹め、そこに炉石を据えた事業のそれとすべきと思おれる。

〔その他〕 Plは深さ0.06mであり、柱穴とは見徹しえない。炉周囲の凹みも0・02m程度の浅

いものである。

本遺構はこのように炉の半欠とその周辺の若干の凹部のみからなるにすぎないo したがっ

て本遺構を住居跡・屋外炉のいずれとも断定することができない。しかし痕跡的ではあるが、

若干の凹部を伴なうことからすると、前者の可能性が強い。
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⑳

① 

黒褐色土、非常に硬い。 

皿のシルト黄土粒子を 

混ず。人為的処理 

② 
焼土、しまりをくサラ 

サラ 

③ Ee68住居跡覆土 

( Ee68住居跡)

第73図

E f68遺構実測図

l

E i 68遺構(第74図、図版16) 〔遺構の確認〕調査地東南隅の、 III層上面に検出した。

段丘崖を直近の南隣にひかえた段丘面の南綾部にあたる。

〔重複・増改築の事実〕北部においてEe68住居跡と重複し、それが新規である。また全体

的に耕作時の深耕が及び、 1m間隔の溝状のものが3条重複している。遺構それ自体の詳細は

不明である。

〔平面形・方向〕重複のため不明であるが、後述の理由でNW-SEの方向に長軸が走って

いた可能性が皆無ではない。

〔堆積土〕現壁高が0.1へ0.05mと極めて浅い。暗褐色のシルト質土がほぼ一様に堆積してい

るのみで、とりたてて異常は観察できない。

〔床面〕基盤の傾斜にしたがい南と西へ傾斜する。それにしたがってそれぞれの方向の壁高

が低い。その他の床面は大略平坦である。貼床等の措置は観察できない。

〔炉〕所謂石囲い炉とそれに連結する掘り込み部の1セットからなる。前者は礫を一重にめ

ぐらしただけのもので、西方の一部を欠く。隅丸長方形乃至狭長なカマボコ型をなす。掘り込

み部は不整形であるが、壁に近ず〈につれて深さが漸増する。焼土塊と小ピットが見られる。
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第74図 Ei68遺構平面図

種 別 
登録 番号 

地点 屑位 
計 測 値 cm・g 

l材質 
分類 

たて よこ あっさ 重さ 

片刃の不定形掻器 312 埋土 4.9 3.45 0.85 14.3 硬質泥岩 10類 

燃焼部と掘り込み部を同時に掘りあげ、その後に礫を据えた可能性がある。

〔年代決定の資料〕炉の周辺採取の土器類である。縄文中期の可能性が高い。

〔遺物〕掘り込み部東方より得た若干量の破片である。 I a類と思われるが風化が激しく詳

細不明である。しかし、他の遺構と大略同時代のものとみなされてよいものであろう。

他に埋土と思おれる部分から石器10類(片刃の不定形掻器) 1を得た。

遺物包含居 住居跡分布域の西縁の既述の凹部に形成された。遺物出土の詳細は省略する

が、意図的埋置の明白なものは皆無であり、廃棄の結果形成されたものと考えられる。生活用

具の各種を含み、何らかの特異性を示すものではない。本例は集落に付属して形成された廃棄

の場の一つとしてとらえておく。
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B 出土遺物

(1)土器 遺構内・遺物包含層出土の各種土器類を次のように大別する(第75・76図)。大別

にあたっては器形・施文手法を基準とした(なお容器たる土器の具体的・個別的機能・用途は

多岐にねたると思おれ、それはたとえば土器の大小などに端的に反映していると思おれるが、

ここでは大きさは大別の基準とはせず、大別の下での観察の一項目即ち細別の基準としてとり

扱うことにとどめた)。以下大別順に記す。

第I群土器 口綾部と肩部(乃至休部)が明確に分化していない深鉢型である。休部上半(口

綾部)の形態には、 ①直上、 ②外反、 ③内湾の三者があり、 ①・③が多い印象をうける。器外

面には地文的な施文しか見られないものが多いが具体的には、 ⑧縄文、 ⑤撚糸文、 ◎無文(ヘ

ラケズリ乃至へラミガキ的調整痕が残存する)、 ④条痕文乃至櫛掃きの平行沈線文とも見え

るもの、などがある。さらに◎として、簡単な沈線文を併用するものも稲にある。 ④がもっと

も多く、 ⑤が次ぐ。休部下端は大部分がへラケズリ乃至へラミガキされ無文化される。口縁端

部内面は肥厚し、かつ口唇部上面は内傾する(これは各群土器に共通する)。休部内面はヘラナ

デ乃至へラミガキされ、板状と思おれる工具痕も観察できる。底部形成は円盤状粘土板の貼付

により、外面平坦・へラミガキ、内面盛り上がり・ナデツケ様の調整のものが多い。休部下端

部径と底径が一致する例が多い。大きさには⑦大、 ④中、 ⑰小の各種があるが、前二者が主体

をなす。本群土器の器種組成内における比率はあまり高くない感がある。平縁のみからなろう。

第II群土器 口綾部分化が明確になった深鉢型である。口綾部下限の区画の仕方に二種ある。

II群a類(IIa類) 内湾気味に推移する休部上端とその直下に、素地粘土の補強により隆

帯をつくり出す。結果として、隆帯間は凹部(溝状)となる。この三者が口綾部を形成する。

ここには横位の入念なミガキが施こされる。施文は粗大な縄文・撚糸文が地文的に施こされる

のみである。なお地文が休部上端部まで施文された後に既述の隆帯が貼付されている(隆帯貼

付による装飾が、地文施文後に行なねれることは、各群土器に共通する技法である)。器の最大

径は休部上半位にある。大きさには主体をなす⑦と、稀を④があるらしい。

II群b類(IIb類) 上述のIIa類の口縁の凹部相当部に雄大な刺突文例(凹点列)を1条

付す。工具は不明であるが、凹部底には条線が見える。それは指紋ではない。地文は縄文が主

らしい。 ⑦が中心であろう。

以上の二者が共存することは既に明らかである。

第重I重群土器 同様に口綾部の分化が見られる深鉢型で、 2個の緩波状口縁と、休部中央でく

びれる器形を有するものである。施文方法他で細別しうる。
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III群a類(IIIa類)休部には地文的な縄文のみが施されるものである。休部上端の無文帯

(ナデ乃至ミガキ調整)をロ綾部と見徹しうる。出土比率はあまり多くないが、 ⑦へ㊥までの

三者が存在し、 ⑰がもっとも多いと思ねれる。なお本類としたものの中には緩波状部が3個に

なると思おれるものが1例あるが、仮にここに含めておく。

III群b類(IIIb類) 地文に縄文をもち、その上に洗練を用いて渦文他を施文する。くびれ

部以上の休部上半は外反に近い。休部上端はミガキにより無文化され口綾部を形成し、その下

限は隆常により区切られる。隆帯は断面三角形を呈し、地文上への粘土補強により形成される

が、現状では剥落した例が多い。無文化された口綾部にも粘土の補強は及んでおり、一部スリッ

プ的な機能を果していることも見える。口縁端部は器厚をやや減じ、かつ丸味をもつものが多

い。隆帯下位に沈線・刺突文列が配され、休部文様はそれらに連結する。休部文様帯には上・

下半の別はない。渦文のモチーフに繁・疎の二種があり、 ⑰→⑦と大型化するにつれ、渦文が

複雑化する傾向があると思ねれる。施文可能部分の広狭と関係するものであろうか。器内面は

概ね入念にヘラミガキ乃至へラナデされ、極めて平滑である。本類は土器組成の主要な一部を

構成する。モチーフについては別に示す。

III群C類(IIIc類) IIIb類の渦文表現手法たる洗練を、粘土紐貼付による隆帯と、それに

沿って施こされるナデ乃至ミガキ調整(隆・沈線)によるものにおきかえたものである。器形・

口綾部状・口綾部下限区画の隆帯・隆帯下位の沈線・刺突文列などの諸特徴はIⅡb類に共通す

る。休部文様帯は同様に上下の区別なく全面に展開する。渦文とそれから派生する所謂嫌文、

上下方向にのびる隆・沈線によりモチーフが描出されるが、少〈とも渦文の描出方法はIIIb類

のそれよりも入念である。これは粘土紐の貼付という工程が入念さを要求することの結果とみ

なしうる。ここではIIIb類に形式化・簡略化の傾向はあえて指摘しないでおく。モチーフの展

開のあらましについては別にふれるが、 IIIb類と同様に繁・疎の二種はある。 ⑦一⑰の三者が

それぞれ組成の主要な一部をなして存在する。

III群d類(IIId類) 同様の器形をもち、休部下端に台乃至脚部をもつものと、単に台乃至

脚部のみの残存例の両者を含めた。したがって後者の中には量II群の深鉢部をもたないものも含

まれていよう。たとえば後述のVI群の一部に台乃至脚が付される例も知られている。ここでは

「脚乃至台をもつもの」程度に本類をとらえてほしい。図示した如き各種の器形があり、かな

り変化に富む。大きさも変化に富むが、より大型品はIIIまたはVI群に該当するものが多いと思

おれる。有孔のものの上半部などは不明である。

以上のIII群土器は、 b ・ C類が主体をなすものと思おれる。
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第IⅤ群土器 下限に隆帯をもち、ミガキにより無文化され、外反する口綾部を有し、休部文

様帯の特徴、器全体の概形はIIIb. c類にほぼ類似するが、口縁端部(口唇部)と波状口綾部

の形状の異なるものをまとめた。即ち「波状」以上により明確に「大波状乃至突起」部を形成

する。その数は(1部不明な点もあるが)おそらくは大・小各2個の計4個になると思おれる。

突起部には凹線(後述)による渦文が付され、また大突起部に穿孔が施される例もある。口縁

端部(口唇部)は明らかに傾斜し、そこに凹線乃至沈線が施され、突起部の渦文へと連結する。

休部文様帯の主要モチーフは渦文・嫌文であり、表現は隆・沈線による。

以上の土器は器形はIII群に、突起部のつくりはVI群・ VII群a類、口綾部下位と休部の間の外

反部の無文化はVII群a類に、休部文様の描出技法はIIIc類・ V群へVII群に、それぞれ共通する

特徴をもつといえる。器には⑦-㊥までの三者があるが、いずれも量的にはそれほど多くない

感がする。

第Ⅴ群土器 倒卵形ともいうべき休部形態と、 2へ3個の緩波状口綾部形状を有する。比較

的単純な器形をもつ。重量重群のような、体上端部の若干巾広の無文帯(口綾部)をもたず、巾の

狭い内傾気味のロ綾部をもつのみである。無文帯は粘土の補強によるが上端部よりは下限の方

が肥厚し、中央が凹部を形成する例が多い。これはIIa.IIIb. c類などにも共通しよう。口

縁端部内面は他と同様に面状をなし内傾するものが多い。口縁端部の肥厚した無文辞に連結し

て、隆・沈線により渦文・頼文が休部文様帯全面に展開する。縦位に展開する例が多いと思ねれ

る。モチーフについては別にふれる。内偵する口綾部の長さにより二種に細分しうる。即ち

Ⅴ群a類(Va類) その巾が狭いもの。

Ⅴ群b類(Vb類) その巾が広く、かつ大型品のもの。

以上のⅤ群は④以上の大型品が主体的に存在すると思われる。

第VI群土器 一部不明な点もあるが、大小2種の突起各2、計4個、あるいは各3、計6個

の突起を有し、倒卵形の休部をもつものである。さらに一部には台乃至脚部をもつものも含ま

れる可能性がある。口縁端部には凹部があり、それは突起部にては渦文を形成する。大突起部

に穿孔が行なおれるものも多い。口緑端部の四部直下より休部文様帯が展開する。隆・沈線

による渦文が主要モチーフである。他群の渦文に比し、極めて大型のものになるものも多い。

文様帯上限に狭い無文帯を残すものと、雄大な刺突文列を加えるものもあるが、区別はしなかっ

た。 ⑦が多いと思おれるが④もまた確固とした存在であるらしい。

本群の器形はVa類に、突起のつくり・口縁端部のつく用まIⅤ群のそれに、それぞれ共通す

ることについては既にふれた。
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第Ⅷ群土器 ほぼ中央部がくびれた休部と、所謂キャリバー型のロ頚部を有する深鉢型であ

る。文様帯は口頸部と休部のそれに二分され、両者の中間部の外反乃至外傾部はヘラミガキさ

れた無文部として残される。これが重V群に共通する特徴であることは既にふれたところである。

口頭部文様帯も地文と粘土紐貼付の隆帯文の両者で構成される。前者は縄文・刺突文などが多

い。縄文の場合はその原体の回転方向は横位(ロ綾部に平行)のものが多い。これは休部にお

けるそれが縦位(上下方向)であるに比し、一つの特徴であろう。刺実は刺突文よりは短沈線

とも表現すべきような若干の長さを有するものである。 l段・ 2段などの別や、矢羽状配列な

どの別がある。稀にミガキにより無文化されたものもある。後者は上下限と両者を結ぶ位置に

配され、具体的には円形・長楕円形・渦文などが表現される。その表面は入念にミガキが施さ

れ、既述の隆・洗練技法の中でも、もっとも入念なものである。器面の区画的な機能も期待さ

れているのであろうが、それについては別にふれてある。本群は突起の有無により二分できる。

VII群a類(Ⅷa類) 突起を有するものである。突起は所謂ブリッジ状乃至透し部を有する

タイプのものが多いが、内部充憶の単純なものも当然存在する。いずれもその上に回線による

渦文を伴う。大小の組みあれせによるものが多く、各4計8個になるらしい。突起の高さにも

二種ある。突起が土器本体の口綾部より上位にくるものが一つである。この場合の口綾部は強

く内湾したものとなり、屈曲部の上位にさらなるつくり出しはない。他はそれが口縁部より下位に

くるものである。この場合は屈曲部より上位に内傾する口綾部がさらに存在する器形となるら

しい。ただしその端部が外反に転ずる点は、他者に共通する。このうちの一例に、突起の一つ

が注口部様につくり出されたもの、 2個一組の穿孔部が相対して(正面と背面)一対つくり出

されているものがある。注口部様のものは煙突状に直上している。以上のⅥIa類には、少なく

とも口頸部文様帯に赤色の塗彩を施したものが存在する。

VII群b類(VIIb類) 突起をもたず、平縁に終始するものである。その他はVIIa類に共通す

る。ただし、本類に含めた資料のうち、休部文様帯が無い(ケズリ乃至ミガキにより無文化さ

れたもの、地文的な縄文しかもたないものなど)例は、深鉢ではなく浅鉢になる可能性が大で

ある。したがって後述のIⅩ群土器も含まれる可能性があることをことねっておく。

以上のⅥ賞群土器の休部文様は、隆・沈線による渦文を主要モチーフにしているが、それはVI

群に共通する雄大なものである。装飾は他と同様に器全面に対する地文施文終了後に行なおれ

ている。したがって隆帯剣落部には地文が残存・露出するのが常態となっている。大きさは⑦

が主体で④が次ぐが、稀には㊨に近い小型品もあるらしい。
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第Ⅷ群土器 類例は稀であるが独立させた。浅鉢型の休部上半に注口部を有した注口土器が

ある。外反気味の体下半と内湾気味の上半をもち、上半部に文様帯をもつ。これはⅥI群の口頭

部文様帯に同一性格のものであろう。隆・洗練により横位展開の渦文を施文する。注口部は斜

位方向を向く。体下半はミガキ乃至ナデにより無文化される。本群は微量であり、かつ補珍土

器的なもののみであり、土器組成内における位置はあまり大きくないものと思おれる。

第Ⅸ群土器 休部上半に明らかな屈曲部をもつもので浅鉢型に近い器形になると思ねれる。

装飾文に有無の二種がある。 ⅥIb類の口頭部に共通する隆・沈線による渦文を有するものと、

地文的な施文のみ行なわれるものである。 ⑦・ ④が主体的に存在しようが、組成内における比

重はあまり大きくない。

第Ⅹ群土器 稀な存在であるが、一応区分した。器形はV量群などに似るが、突起部施文の渦

文がそれ自体として独立して存在するのではなく、そのまま休部文様へと連結するものである。

また隆帝都以外にもミガキ手法が広範囲に採用される。休部文様は長楕円形(縦位の)的なも

のになると思ねれる。他群よりは若干新しくなる可能性がある。量的には少ない。

第H群土器 これも稀少例である。若干内傾気味の休部上半をもつ深鉢型と思ねれる。口縁

端部は二条の隆常により画され、下位の隆帯は文様帯へと連結するらしい。地文は無くミガキ

により無文化される。休部文様は詳細不明であるが、沈線文手法で嫌を伴う渦文が描かれる

ものと思おれる。 ⑦である。

第Ⅲ詳土器類 これも同様に少量である。直上する休部上端を有し、そこに横走する隆・沈

線線(あるいは無文帝都への洗練文)を2へ3条配す。それ以下が文様帯をなし、地文の上に

沈線文的施文(渦文と思おれるが詳細不明)を行なう。 ⑦・④が中心をなすと思ねれる。詳細

不明であるが一応区分した。

第XIII群土器 一例のみ確認したが独立させた。 VIIa類的な器形と口頚部文様帯を有するが

文様構成の中に撚糸(側面)庄痕文も併用するものである。したがって他群よりは若干時間的

に古くなる可能性大のものである。

第ⅩIⅤ群土器 これも一例のみ検出されたものである。平縁とかすかに外反する体上半を有

する。口縁端部は巾の狭い無文辞とされる。それ以下の休部全面に磨消縄文手法で帯状の施文

が行なおれる。文様帯には弧状の(粘土紐貼付による)隆帯が伴なう。孤の方向は部位により

異同がある。他例よりかなり新しい要素をもつとみなしうる。

ー118-



その他の土器 上記以外のものをまとめた。それらは把手付きの浅鉢型、つまみを有する蓋

型と思われるものなどである。大略他群土器と併存するものと考えておく。

他に若干古くなる可能性のあるものとして、小波状口縁と、傾位方向の沈線文を有するもの、

短沈線乃至刺突文を有するものがある。おそらくは縄文時代早期のものであろう。

第77図

早期と思われる土器片

拓影図

0 5em

No 地.台 居住 櫨∴∴∴馴 分顎 

内 面 外 面 

胎 土 焼威 
色∴∴∴∴綱 

劇∴∴∴∴誌 
色 調 

調 整 

回線l口頭i体 唾 口 線i口敷屑 体上半i体下半 底 

l Cij68 I 

採鉱 (破・口) 
早期 ? 

7.5YRタイ褐灰 胎土7.5YRタイ側灰 

ミガキ 7.5YR%にぷい掲 

小波状 外皮 

平行沈線文 概良 良好 

2 表∴探 深∴鉢・蝦 

ムシリ I式 5YR%にぷい粒 胎土同一 

ミカ●キ? 同 左 併行沈織 

紐砂あ るも楕 II 硬質 

拓影図・実測図類について。

以下には各ブロック出土の土器群の一部を、実測図・拓影図・模式図(文様展開図)によっ

て示す。ブロックによっては、北半・南半、東半・北半などと大雑把な地区割りを施し、か

っ、出土層位による区別(I層・III層上部・III層中下部)も施し掲示した。なお層序の三種

は、調査時のI層・ II層・III層にそれぞれ対応する。

遺物出土量は既述の小谷部分に集中することはいうまでもないが、 I層においては調査地全域

にわたる出土も見られた。しかしそれらは遺物包含層(集中的な廃棄の場として形成されたと

いう狭義の)とは見徹しえないものであろう。

それ以外の平面的・垂直的な傾向性は何ら観察できない。したがって住居跡と同様に比較的

短期間に形成されたものと考えられる。その点から、一括資料として扱いうるものと考えられ

そのように処理してきた。

実測方法は通常の方法に従がった。器面上に調整技法他を注記した。隆線は太めの破線、洗

練の上端は細めの実線、洗練の下端は細めの破線で表現してある。
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第79図 Cブロック(西半部)出土土器拓影図
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第80図 Cブロック(東半部)出土土器実測図・拓影図(I) (III層中・下部出土)

No 地∴点 同位 鞘 別 分∴紬 

内 面 外 曲 

擢土 槙戯 
色∴∴∴∴捌 

劇 鮮 
色∴∴∴∴調 

劇 惟 

口∴橡i□勤i体 脆 口 糠 □動向 体∴子 牛I体 下 草 睦 

75 Cg65 
II 

凍∴鉢 (破・体) 

Ⅲ⑦ 了.iYR;舌iこぷい概 

ミガキ 剥落 

7,5YRl舌 綴波状 先鋭 

渦丈・竹円形丈、沈織女 地文Rしくこ‡ 

ー 親 良好 

i甥 Cg65 IIU 

点 く∴〃∴) 

Xe 7.̃YR舞灰薄 り Il 了.5YRタイ側灰 

突起 渦文 凹散 

冶文(蹄・沈敏) 地文Rしく‡‡ 

細砂 不良 

1高 Cg65 IIU 

′′∴∴=職 は一噴) 

V? 7.iYRタ`灰灼 ミガキ 5YR舞(こぷい憾 ー ー 

渦文他(踏・沈韻文) 地文しRくさ‡ 

ミガキ り 良好 

l烏 C f65 川 lIいI) !I租e 7.5YR%(こぶい榔 ミガキ、タラ・ノク ー 
了.5YR%にふい測 II ー 地文のみR」R<!《 ー り 不良 

00 C f68 用 

り (殺・口) 

=lc㊨ 了.5YR※螺的 ミガキ 了.5YR労的灰 

外皮、ミガ キ 渦丈(降・ね級) 地文RしR<l‡ 

ー 諦良 良雄 

001 

Cef 65 

!=? 

り 1∴l′) 

Ⅷ種① 5YR努的亦枇 ミガキ、剥落 5YR%明赤的 突起、渦文 

渦文(降・沈鍛) 地文なし? 

一 
II り 

ー122-



噂 80a ∴

68b

第8I図 Cブロック(束半部)出土土器拓影図(2)(I層・ III層上部出土)
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第84図 Cブロック(束半部)出土土器拓影図(5) (暮暮l層上部出土)
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第85図 Cブロック(東半部)出土土器拓影図(6) (III層上部出土)
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第86図 Cブロック(東半部)出土土器拓影図(7) (IIl層上部出土)
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第87図 Cブロック(東半部)出土土器実測図・拓影図(8) (III層上部出土)
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第88図 Dブロック(北半部)出土土器拓影図(I) ( I層出土土器) (210のみ東半部・ III層中下部)
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第89図 Dブロック(北半部)出土土器拓影図(2) (II【層上部出土)
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調書タタ く岨 

ィ、録 

!か Dde)2 Il 

\ -∴l 

Ⅲc① 入会主かを 方墳、ミガを 一 - 岨 lタ 不A 
平賀 成文あるも不調 

の Ddc12 ii 献∴鱒 Ⅲc⑦ 
入金∴∴ケキ クラノク 

7.iY鼠う1廉鴫 農機章章 ー 
小 軍i 貝録 

(幡・細) ミグを.陣簡 健文京しく" 躍貫 
!の Dd●)2 li 

(瞭・仏) 

ミグを、タラ ′ク ),!YRX鴫庚 ー 
着丈白倉●〉 組 Iタ 不良 

=" 

;∴【∴i 

10YRタイ露概 ミグを 10YR,1廉青嶋 - ー 

着丈(陣・心細) 地文しRしく;l 

岨 lタ 員白け 

勘 Db`15 = I重∴i農 m(∴ji 星YRライ墳掲 大全ミサキ ).!Y鼠易門標峡 寄食飲 ー 
I書Ir購 AI事 

(繊・【】) ミサを、 機儒 着丈Rしく;! 食 農賃 
挺1 

:

●
) 

入会ミガ書、劃膚 

地文RしR<l章 ′トでfあ i)て組 

● 

糎 

1∴∴n 〉 

け⑦ 入会ミサを 鴫∴左 ミグを 

‾十 
機∴禽 鼠If 

駆 卯 了卿 

(・∴) 
V●① ミサキ.早ri - 巾∴左 ミサを、農高 - 

着丈白書・九鱒〉 成文しR<I) 

岨 Iタ 食-手 

Dbci5 iI 

虞∴置季 (峨・【り 

¶bO 10Y照井職責億 早場、こけキ 

地文不動 ‾十 岨lタ書 く岨 

鼻緒 

Dd●I2 ll 

臓1事 (憾・l】) 

Ⅷb① )OYRX櫛蹟e ミサキ、競馬 陣馬、;I予を 

誌諜晋●調〉I誌操。 ‾i‾ 
岨 lタ 貝鋤 
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三三三二三 ÷ 14。 ←2・3→ 14b

272a
272 b

272 c

第91図 Dブロック(北半部)出土土器実測図・拓影図(4) (III層上部出土) (突起部)

議l 雛 寄 〇位 強∴∴∴卿 分∴類 

内 面 外 面 

艦上 亀虫 
色 細 

細 聾 
色 細 

細 事 

日 録i口∴】蘭i体 瞳 回 教 口 強∴"i体 上 手 体 下 手 慶 

14 Dd12 ll 減職1 面(② 5YR名機廉 10YR,〔膿重機 平場、内触 離京(こよる着丈 ミカキ 周∴左 機会 貞婦 

(東・細め) 艶土5YR舞調度 下半IOYR名機廉 

ミカ′キ 宋彰l 意文 教Iま舶薄 

糊 Dde12 Il 浬 鱒 ⑫ 1.らYR舞廉調 ミグを舶稽 7.iYRブイ櫨 
ー ー 着丈(亀後?) ミガを 農機 不食 

(慮・体一重) 地文Rしく;!、舶儒 クウノク 

猶 Dbc21 II 

( ●∴) 

② ミガキ 10YRl〔にぷい置きe 
ー ー 

不網成文のみ) Rしく;l.教職的場文 

か 細り 食録 

餐) Dde12 Il 

蹟∴鱗 (験・体) 

7.5YRうう廉調 入会三かキ 同∴左 - 一 地文(録・洗場) ー 
岨書タ 貞婦 

!競 Dbぐ15 lI 凍∴鱒 義Ⅲ⑦ 5YR,(油糧 ミガキ 儒 - 矢越ミガキ 義持円 彫文、離農 

‾i‾ 

組をタ 貞婦 
(慮・ロ) 地文患糸駐機丈 

れI Dbc15 11 

種∴農 (戚・口) 

皿c④ ミサキ舶播 - 5YR井門扉鴫 ー - 

地文(農"洗場) 地文Rしく;‡ 

ー 強食 貞婦 

第92図 Dブロック(北半部)出土土器拓影図(5) (IIl層中・下部出土)

博1 地 .勺 電位 強∴別 分∴∴鳳 

内 面 外 面 

艶 土 強食 色∴∴∴∴確 
〃 嘗 

e 〃 
績 聾 

〔1議!口 照i体 瞳 日 韓i口 戴∴層 体 上 半i隊 下 半 瞳 
1録 Dbc)Z Ⅲ 

揮∴鱗 (骸・山) 

1●1(D 10YR井貫億 ミサキ、細浦 ー 
同 左 

平場.星辰 ミガキ 

- 地文のふ 

Rしく;( 

ー 岨 書タ 不良 

鴎 Dd●06 ∩∴I・) Iき3⑦ ㍉ヶ年、利庵 ー 牛越、ミサキ ー 地文のみRしR<l! ー 組 書タ 不良 
)種 Db(鳩 ∩∴(〔〉 - 左 ー ー 貞婦 
:事 DdeI2 皿 凍∴鱗 l裏1⑦ 入食言言ケキ ー YR%職責 半輪.ミガキ ー 地文のみ 組めややあら 食暢 

(骸・〔】) ややタラ メタ 竃鯵のみやや外は Rしく;! いまけ持氏 
!Iき Dd●I8 l調(I) )OYRライ劇場 ー ー 

地文のみ」R<置! ー 岨砂あI)て組 不良 
2i9 n∴(n) l●3⑦ ー 左 平場、ミサキ ー ー 

∩ 

あ7 DbcI5 

(瞭・ロ〉 

la2⑰ 5YRブイの色 外虞 地文のみ ′ト∴石 

l置置 

使用裏● 

平場、ミサキ 鼠」R<I- 

5る Dde(乃 Ⅲ(= 凍 鱗 I●3⑦ ミサを、刈湾 5YR舞億 子種、ミサキ - 地文のみ 寄l秒タく組 貞婦 
(峨・ロ) 艶土7.iYR労鳩灰 しR<l章 
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